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１ 全体評価 

公立大学法人京都市立芸術大学は、第２期中期目標期間（平成３０～令和５年度）にお

いて、京都の文化芸術の振興発展に貢献するため、特色のある教育研究による創造的な人

の育成、教育研究成果の社会への還元に加え、公立大学としての地域貢献を行うなど、

「世界に広がる創造の一大拠点」となることを目指して取組を進めてきた。 

令和６年７月２６日に開催した評価委員会において、法人から第２期中期目標期間の業

務実績の報告があり、令和２年からのコロナ禍における想定外の状況にも、感染症対策を

徹底したうえで積極的に対応し、大学の教育研究等の質の向上への取組、キャンパス移転

に向けた取組等各分野において着実な成果が見られ、中期目標・中期計画の達成状況が良

好であることを確認した。 

第３期中期目標期間（令和６～１１年度）においては、文化庁の京都移転により、文化

芸術の振興発展に果たすべき京都の役割が益々高まる中、新キャンパスへ移転した京都市

立芸術大学が「文化芸術都市・京都」の新たなシンボルゾーンの核として存在感を大きく

発揮し、世界に向けて一層の飛躍を果たすとともに、京都のまちとともに発展していくこ

とが求められる。 

そのため、世界を視野に社会に貢献する人の育成を基本としつつ、文化力を活かしたま

ちづくりを進める京都市の公立の芸術大学としての役割を果たすべく、地域連携や社会貢

献を積極的に推進し、それをさらに教育研究活動の充実と人の育成にもつなげながら、文

化芸術の発展及び京都・日本・世界の心豊かで活力ある社会の形成に貢献することを目指

していただきたい。 

 

本評価委員会において、特に成果が認められたと評価する取組を以下に挙げる。 

 

● 地域連携の推進について、移転前から崇仁地域でイベント等を実施し、祭りへの参

加や移転オープニングセレモニーでのお囃子演奏など多くの実績がある。また、多く

の学生が地域の方とコミュニケーションを取り、積極的に関わりを持っており、地域

の方にも喜ばれている点が評価できる。（No.14） 
 
● 移転に伴い立ち上げた移転整備募金について、目標額を達成し、１６億円もの多く

の寄付を集められたことは、法人の努力の賜物であり、評価できる。（No.19） 
 
● 移転について、メディア露出の増加やイベントの実施により、以前より多くの注目

を集めている中、大きなトラブルなくやり遂げた点が評価できる。食堂は移転開校に

間に合わなかったが、キッチンカーの配備など次善の策を講じて対応しており、また

大学の基本である教育研究環境をしっかりと作り上げ、地域との連携も行いながらス

タートを切れており、総体的に成果を上げられたと評価できる。（No.24） 
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● ダイバーシティの推進について、女性研究者活躍推進に向けた環境整備に取り組む

機関として認定を受けた点が評価できる。また、大学の人事は目標を掲げても達成す

ることが難しい中で、女性教員の割合40％以上という高い目標を掲げ、６年間で40％
近い数値まで大幅に増加させることができた点が評価できる。（No.27） 

 
 

２ 項目別評価 

 

項目別評価一覧 

判断基準 

項目 
Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

第１ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標  ○    

第２ 業務運営の改善及び効率化に関する目標  ○    

第３ 財務内容の改善に関する目標  ○    

第４ 自己点検・評価及び情報の提供に関する目標  ○    

第５ キャンパス移転に向けた取組の推進に関する目標  ○    

第６ その他の業務運営に関する重要目標  ○    

 
※評価の判断基準 Ｓ 中期目標・中期計画の達成状況が非常に優れている  (特に認める場合) 

          Ａ 中期目標・中期計画の達成状況が良好である     (全てⅣ又はⅢ) 

          Ｂ 中期目標・中期計画の達成状況が概ね良好である   (Ⅳ又はⅢの割合が９割以上) 

          Ｃ 中期目標・中期計画の達成状況が不十分である    (Ⅳ又はⅢの割合が９割未満) 

          Ｄ 中期目標・中期計画の達成状況に重大な改善事項がある(特に認める場合) 
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第１ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標 

（１） 達成状況の確認結果 

評価 Ａ 中期目標・中期計画の達成状況が良好である 

（全てⅣ又はⅢ） 
 

 

（２） 評価の内訳 

評価区分 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 計 

評価対象項目数   ４ １２ １６ 

教育に関する目標   ２ ６ ８ 

研究に関する目標   １ １ ２ 

その他の目標   １ ５ ６ 

 

 

（３） 業務の達成状況等に関するコメント、特筆すべき点等 

［No.4］ より優秀な学生の確保に向けた取組 

  コロナ禍におけるオンラインでのオープンキャンパスの開催や対面とオンラインを

組み合わせた情報発信など、優秀な学生の確保に向けさまざまな取組を実施してい

る。より良い人材の確保という観点から、取組も重要であり評価できるが、結果とし

て競争倍率が上がることが重要であるため、その点も意識して取り組まれたい。 
 

［No.8］ キャリア支援のための取組 

  コロナ禍やキャンパス移転の中でも、数値目標をしっかりと達成しており、様々な

取組が功を奏していると評価できる。 
 

［No.11］ 大学が有する知的資源の社会への提供 

  コロナ禍や移転など通常とは異なる状況下ではあったものの、２つの数値目標を達

成していないため、計画を上回って実施したとの評価はできないが、困難な状況の中

でも、オンライン配信等工夫をしながら、取組を止めることなく教育研究成果の発信

に努めている点は評価できる。 
 

［No.14］ 地域連携の推進に係る取組 

  移転前から崇仁地域でイベント等を実施し、祭りへの参加や移転オープニングセレ

モニーでのお囃子演奏など多くの実績がある。また、多くの学生が地域の方とコミュ

ニケーションを取り、積極的に関わりを持っており、地域の方にも喜ばれている点が

評価できる。 
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［No.16］ 留学支援のための取組 

  留学生の受入数について、第１期では６年間で平均４１名だったが、第２期は６年

間で平均５６名となっており、コロナ禍においても受入数が増加している点が評価で

きる。 

 

 

-4-



第２ 業務運営の改善及び効率化に関する目標 

（１） 達成状況の確認結果 

評価 Ａ 中期目標・中期計画の達成状況が良好である 

（全てⅣ又はⅢ） 
 

 

（２） 評価の内訳 

評価区分 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 計 

評価対象項目数   ２  ２ 

組織の見直しと経営の効率化   １  １ 

組織力の向上   １  １ 

 

 

（３） 業務の達成状況等に関するコメント、特筆すべき点等 

［No.17］ 業務の効率化に向けた取組 

 大学の名称に関する訴訟について、適切に対応し、和解において通称の独占使用が

認められた点は大きな成果であり、評価できる。芸術大学では特に知的財産権は重要

なものであり、これを契機として、大学として成果物の知的財産権をどのように守る

か、または許諾してビジネスにつなげるなど、今後更に考え、取り組んでいただきた

い。 
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第３ 財務内容の改善に関する目標 

（１） 達成状況の確認結果 

評価 Ａ 中期目標・中期計画の達成状況が良好である 

（全てⅣ又はⅢ） 
 

 

（２） 評価の内訳 

評価区分 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 計 

評価対象項目数   ２ １ ３ 

外部資金その他の自己収入の増加    １ １ 

経費の効率化   １  １ 

資産の適正管理と有効活用   １  １ 

 

 

（３） 業務の達成状況等に関するコメント、特筆すべき点等 

［No.19］ 外部資金の獲得に向けた取組 

移転に伴い立ち上げた移転整備募金について、目標額を達成し、１６億円もの多くの

寄付を集められたことは、法人の努力の賜物であり、評価できる。 
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第４ 自己点検・評価及び情報の提供に関する目標 

（１） 達成状況の確認結果 

評価 Ａ 中期目標・中期計画の達成状況が良好である 

（全てⅣ又はⅢ） 
 

 

（２） 評価の内訳 

評価区分 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 計 

評価対象項目数   １ １ ２ 

評価の充実   １  １ 

広報の充実    １ １ 

 

 

（３） 業務の達成状況等に関するコメント、特筆すべき点等 

［No.23］ 積極的な情報発信の取組 

移転に伴い、理事長・学長を先頭としたメディア露出の増加や、移転や大学の活動を PR
するイベントの実施など、積極的な情報発信により、今まで大学と直接関わることがなか

った人の目に触れる機会が増えた点が評価できる。 
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第５ キャンパス移転に向けた取組の推進に関する目標 

（１） 達成状況の確認結果 

評価 Ａ 中期目標・中期計画の達成状況が良好である 

（全てⅣ又はⅢ） 

 

 

（２） 評価の内訳 

評価区分 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 計 

評価対象項目数    １ １ 

キャンパス移転に向けた取組の推進    １ １ 

 

 

（３） 業務の達成状況等に関するコメント、特筆すべき点等 

［No.24］ キャンパス移転の円滑な完了 

メディア露出の増加やイベントの実施により、以前より多くの注目を集めている中、

大きなトラブルなく移転をやり遂げた点が評価できる。食堂は移転開校に間に合わな

かったが、キッチンカーの配備など次善の策を講じて対応しており、また大学の基本

である教育研究環境をしっかりと作り上げ、地域との連携も行いながらスタートを切

れており、総体的に成果を上げられたと評価できる。 
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第６ その他の業務運営に関する重要目標 

（１） 達成状況の確認結果 

評価 Ａ 中期目標・中期計画の達成状況が良好である 

（全てⅣ又はⅢ） 

 

 

（２） 評価の内訳 

評価区分 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 計 

評価対象項目数   ２ １ ３ 

施設設備の整備等   １  １ 

安全管理   １  １ 

法令遵守及び人権の尊重    １ １ 

 

 

（３） 業務の達成状況等に関するコメント、特筆すべき点等 

［No.27］ ダイバーシティの推進に向けた取組 

女性研究者活躍推進に向けた環境整備に取り組む機関として認定を受けた点が評価

できる。また、大学の人事は目標を掲げても達成することが難しい中で、女性教員の

割合40％以上という高い目標を掲げ、６年間で40％近い割合まで大幅に増加させるこ

とができた点が評価できる。 
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い

よ
う
慎

重
に

検
討

を
行

い
授
業
の

実
施

に
努
め
る
な
ど
、
世
界
的
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
い
う
予
想
外
の
事
態
に
対
し
て
、
本
学
と
し
て
迅
速
に
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

 
令
和

4
年
度
に
、
大
学
全
体
に
係
る
教
育
課
程
に
つ
い
て
審
議
を
行
う
「
全
学
教
務
委
員
会
」
を
設
置

し
、
移
転
を
見
据
え
て
、
各
講
義
時
間
の
休
憩
時
間
延
長
や

6
講
時
の
設
定
に
つ
い
て
決
定
し
た
。
ま

た
、
同
委
員
会
で
シ
ラ
バ
ス
の
記
載
内
容
を
検
討
し
、
授
業
目
標
、
到
達
目
標
、
授
業
概
要
を
重
点
的
な

改
善
項
目
と
し
た
う
え
で
、
改
善
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
学
修
成
果
を
記

録
す
る
教
職
カ
ル
テ
を
オ
ン
ラ
イ
ン
化
し
た
「
教
職
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
機
能
」
を
導
入
す
る
な
ど
、
教
育

の
充
実
に
取
り
組
ん
だ
。
 

 
教

育
の

内
容

に
つ

い
て
は

、
作
品

展
や

定
期

演
奏

会
を
は
じ

め
と
す

る
教

育
研

究
成

果
の
発
表

の
場

を
通
し
て
、
学
生
が
自
ら
の
創
造
性
・
主
体
性
を
生
か
す
実
践
的
な
教
育
に
取
り
組
ん
だ
。
ま
た
、
授

業

や
講
座
等
の
講
師
と
し
て
、
京
都
に
関
わ
り
が
あ
る
研
究
者
や
作
家
、
音
楽
家
等
を
中
心
に
様
々
な
分
野

で
活
躍
し
て
い
る
人
材
を
招
聘
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
も
効
果
的
に
活
用
し
な
が
ら
、
多
様
な
価
値
観
や
外
部

の
刺
激
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
す
る
な
ど
、
学
生
の
制
作
・
演
奏
・
研
究
等
の
可
能
性
を
広
げ
る
教
育
に

努
め
た
。
 

 
美

術
学

部
で

は
、

知
の
世

界
の
広

が
り

と
芸

術
教

育
の
有
機

的
な
連

動
を

図
る

創
造

的
な
授
業

プ
ロ

グ
ラ
ム
と
し
て
、
学
科
教
員
と
実
技
教
員
が
連
携
し
て
「
総
合
基
礎
実
技
」
や
「
テ
ー
マ
演
習
」
の
授

業

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、
学

生
が
基

礎
的

な
リ

テ
ラ

シ
ー
を
身

に
付
け

る
と

と
も

に
興

味
に
応
じ

た
履

修
が

で
き

る
よ

う
、

学
科
科

目
の
系

列
に

関
わ

ら
ず

履
修
で
き

る
こ
と

と
す

る
カ

リ
キ

ュ
ラ
ム
の

再
編

の
検
討
や
、
一
部
科
目
内
容
の
よ
り
実
践
的
な
も
の
へ
の
見
直
し
（「

現
代
芸
術
論

3
」）
、
コ
マ
数
の
拡

大
（「

造
形
計
画
論
」）

を
行
っ
た

。
 

 
音
楽
学
部
で
は
、
吹
奏
楽
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
の
た
め
、
令
和

3
年
度
に
管
・
打
楽
専
攻
に
新
た
な

専
攻
細
目
（
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
）
を
新
設
し
、
関
連
す
る
教
育
環
境
の
整
備
に
取
り
組
ん
だ
。
ま
た
、
全

学
的
な
教
育
内
容
の
改
善
の
た
め
、
令
和

4
年
度
の
シ
ラ
バ
ス
か
ら
到
達
目
標
や
評
価
基
準
等
を
明
示

し
、
よ
り
学
修
者
本
位
の
も
の
と
な
る
よ
う
見
直
し
を
行
っ
た
。
 

 
令
和

5
年

1
0
月
に
は
新
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
し
、
よ
り
充
実
し
た
教
育
環
境
の
も
と
、
後
期
の
授
業

を
問
題
な
く
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
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2
 

（
イ
）
大
学

院
教
育

に
関
す

る
取
組
 

質
・
水
準
と
も
に

高
度
な

専
門
的

研
究
教

育
を
通
し
て
、
高
度
な
技

能
、
技

術
及
び
幅

広
い
豊
か
な
教
養
を
修
得

さ
せ
る

。
ま
た
、

実
践
を
重
視
し
た
教
育
研

究
を
推

進
す
る
と

と
も
に
、
国
際
感
覚
を
兼

ね
備
え

、
次
代
の

芸
術
文
化
を
先
導
し
社
会

に
創
造

的
な
活
力

を
与
え
る
優
れ
た
専
門
家

を
育
成

す
る
。
教

育
研
究
の
更
な
る
充
実
の

た
め
、

カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー
を
踏
ま

え
つ
つ

、
科
目
内

容
、
指
導
体
制
、
運
営
体

制
等
に

つ
い
て
時

代
の
変
化
等
に
応
じ
た
検

証
を
行

い
、
各
種

取
組
を
着
実
に
進
め
る
。
 

学
部
同
様
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
な
感
染
拡
大
に
よ
り
、
中
期
計
画
期
間
の

3

年
目
か
ら
は
、
何
よ
り
も
学
生
の
教
育
機
会
の
確
保
と
感
染
拡
大
の
防
止
が
最
大
の
課
題
と
な
っ
た
が
、

本
学
で
は
感
染
拡
大
初
年
度
の
令
和

2
年
度
の
後
期
か
ら
、
感
染
防
止
策
を
徹
底
し
た
う
え
で
、
実
技

授
業
に
つ
い
て
全
面
的
に
対
面
授
業
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
学
位
審

査
に
つ
い
て
も
、
対
面
・
オ
ン
ラ
イ

ン
を
組
み
合
わ
せ
、
感
染
防
止
策
を
徹
底
し
た
う
え
で
実
施
し
た
。
 

ま
た

、
キ

ャ
ン

パ
ス

移
転
後
初

と
な

る
修

士
課

程
の

修
了

審
査
及

び
博

士
（

後
期

）
課

程
の

総
合
制

作
・
理
論
演
習
、
学
位
申
請
リ
サ
イ
タ
ル
及
び
本
審
査
に
つ
い
て
、
院
教
務
委
員
会
及
び
博
士
課
程
委
員

会
に
お
い
て
、
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
に
則
っ
た
学
位
授
与
を
行
う
た
め
の
展
示
・
発
表
の
場
所
を
検

討
し
、
適
切
に
実
施
し
た
。
 

教
育
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
美
術
研
究
科
で
は
、
一
部
学
科
科
目
の
内
容
の
よ
り
専
門
的
な
も
の
へ
の

見
直
し
や
コ
マ
数
の
拡
大
（
い
ず
れ
も
「
東
洋
美
術
史
特
論
」
等
）
を
行
い
、
音
楽
研
究
科
で
は
、
吹
奏

楽
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
の
た
め
、
令
和

3
年
度
に
は
器
楽
専
攻
（
管
・
打
楽
）
に
新
た
な
専
攻
細
目

（
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
）
を
新
設
し
、
関
連
す
る
教
育
環
境
の
整
備
に
取
り
組
ん
だ
。
ま
た
、
音
楽
研
究

科

で
は
、
器
楽
専
攻
に
楽
器
科
目
「

ハ
ー
プ
」
を
新
設
し
、
令
和

6
年
度
よ
り
学
生
の
受
け
入
れ
を
行
う
こ

と
を
決
定
し
た
。
 

教
育
内
容
の
改
善
の
た
め
、
令
和

4
年
度
の
シ
ラ
バ
ス
か
ら
到
達
目
標
や
評
価
基
準
等
を
明
示
し
、

よ
り

学
修

者
本

位
の

も
の
と

な
る
よ

う
見

直
し

を
行

う
と
と
も

に
、
各

教
員

が
作

成
し

た
シ
ラ
バ

ス
案

を
全
学
教
務
委
員
会
に
お
い
て
す
べ
て
点
検
し
た
。
 

そ
の
ほ
か
、
著
作
権
制
度
の
知
識
や
意
識
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
知
的
財
産
サ
ポ
ー
ト
業

務
に

実
績

の
あ

る
法

律
家
に

よ
る
オ

ン
ラ

イ
ン

研
修

を
実
施
す

る
な
ど

、
著

作
権

制
度

の
知
識
や

意
識

向
上
に
取
り
組
ん
だ
。
 

Ⅳ
 

Ⅳ
 

 

3
 

（
ウ
）
成
績
評
価
、

学
位
授

与
を
行

う
た
め

の
取
組
 

成
績
評
価
基
準
及

び
デ
ィ

プ
ロ
マ

・
ポ
リ

シ
ー
に
基
づ
く
学
位
授
与

基
準
に

つ
い
て
検

証
し
、
必
要
に
応
じ
て
改

善
を
行

う
と
と
も

に
学
修
の
成
果
の
把
握
に
努
め
る
。
 

大
学
の
教
育
理
念
に
基
づ
き
、
ど
の
よ
う
な
力
を
身
に
つ
け
た
学
生
に
卒
業
を
認
定
し
、
学
位
を
授
与

す
る

か
を

定
め

た
デ

ィ
プ
ロ

マ
・
ポ

リ
シ

ー
に

基
づ

く
学
位
授

与
基
準

を
明

確
に

し
て

「
履
修
の

手
引

き
」
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
基
準
に
沿
っ
た
教
育
を
実
施
し
て
学
生
の
学
修
成
果
の
向
上
及
び
学
位
授

与
に
ふ
さ
わ
し
い
人
材
の
育
成
に
努
め
た
。
 

美
術
学
部
・
研
究
科
に
お
い
て
は
、
専
攻
に
お
い
て
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
結
果
を
学
生
の
学

修
成
果
の
把
握
や
授
業
の
改
善
に
活
用
し
た
。
音
楽
学
部
・
研
究
科
に
お
い
て
も
、
学
修
成
果
の
把
握
・

検
証
を
行
い
、
授
業
運
営
や
演
奏
会
の
実
施
方
法
の
検
討
に
活
用
し
た
。
 

ま
た

、
学

修
成

果
の

把
握
と
活

用
を

目
的

と
し

た
全

学
的

な
ア
ン

ケ
ー

ト
の

実
施

に
つ

い
て

全
学
教

務
委
員
会
で
検
討
を
進
め
、
令
和

6
年
度
か
ら
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。
 

Ⅲ
 

Ⅲ
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4
 

（
エ
）
よ
り
優
秀
な

学
生
の

確
保
に

向
け
た

取
組
 

入
学
者
受
入
方
針

（
ア
ド

ミ
ッ
シ

ョ
ン
・

ポ
リ
シ
ー
）
に
基
づ
き
、

芸
術
の

専
門
教
育

を
受
け
る
に
ふ
さ
わ
し
い

適
性
や

能
力
、
意

欲
を
、
多
面
的
・
総
合
的

に
判
断

す
る
入
学

者
選
抜
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、

効
果
的
な

入
試
情
報
の
発
信
を
図
る
。
 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
入
学
者
選
抜
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
試
験
会

場
と

し
て

新
た

に
体

育
館
や

旧
堀
川

音
楽

高
校

を
使

用
す
る
な

ど
、
様

々
な

対
策

を
十

分
講
じ
た

う
え

で
試
験
を
実
施
し
た
。
美
術
研
究
科
で
は
審
査
の
厳
格
性
を
確
保
し
た
う
え
で
、
郵
送
や
デ
ー
タ
に
よ
る

作
品

提
出

と
オ

ン
ラ

イ
ン
面

接
に
よ

る
遠

隔
で

の
試

験
を
実
施

し
、
音

楽
学

部
で

は
二

次
試
験
の

一
部

に
映

像
デ

ー
タ

の
提

出
に
よ

る
審
査

を
実

施
し

た
。

新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ

ル
ス

感
染

収
束

後
と
な
る

新
キ

ャ
ン
パ
ス
で
の
入
学
者
選
抜
に
つ
い
て
は
、
各
入
試
委
員
会
に
お
い
て
十
分
に
検
討
を
行
い
、
特
に
移
転

の
影

響
が

大
き

い
美

術
学
部

入
試
に

つ
い

て
は

、
入

試
委
員
を

中
心
と

し
て

複
数

回
の

シ
ミ
ュ
レ

ー
シ

ョ
ン
を
行
う
な
ど
、
環
境
等
の
変
化
に
的
確
に
対
応
し
た
。
 

ま
た

、
新

た
に

導
入

し
た
学
務

シ
ス

テ
ム

の
入

試
管

理
機

能
や
学

部
入

試
に

お
け

る
ウ

ェ
ブ

出
願
シ

ス
テ

ム
の

運
用

を
開

始
し
、

出
願
手

続
き

に
お

け
る

利
便
性
の

向
上
と

と
も

に
入

試
業

務
の
効
率

化
に

つ
な
げ
た
。
 

志
願

者
に

対
し

て
は

「
入
学

試
験
の

基
本

的
な

考
え

方
・
方
針

」
、
「

入
学

前
に

身
に

つ
け

て
ほ
し

い

力
」
を
明
示
し
、
入
試
結
果
に
基
づ
く
志
願
者
の
傾
向
等
の
分
析
・
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、
各
学
部
・

研
究

科
に

お
い

て
移

転
後
の

入
試
の

あ
り

方
に

つ
い

て
の
検
討

を
進
め

た
結

果
、

キ
ャ

ン
パ
ス
移

転
後

初
の
入
学
者
選
抜
も
滞
り
な
く
実
施
し
た
。
 

進
学

説
明

会
や

オ
ー

プ
ン
キ
ャ

ン
パ

ス
に

つ
い

て
も

、
コ

ロ
ナ
禍

に
お

い
て

は
感

染
拡

大
防

止
を
行

い
つ
つ
、
可
能
な
限
り
情
報
発
信
に
取
り
組
ん
だ
。
進
学
説
明
会
は
、
本
学
へ
の
志
願
者
が
多
い
近
畿
圏

で
開

催
さ

れ
る

も
の

に
つ
い

て
は
現

地
で

参
加

し
、

遠
方
で
開

催
さ
れ

る
も

の
に

つ
い

て
は
オ
ン

ラ
イ

ン
で
参
加
し
て
受
験
生
へ
の

P
R
の
機
会
を
確
保
し
た
。
令
和

2
年
度
～
4
年
度
に
つ
い
て
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
、
在
学
生
・
教
員
に
よ
る
専
攻
紹
介
動
画
の
配
信
や
専
攻
ご
と

の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
、
専
攻
の
魅
力
を
発
信
し
た
。
加
え
て
、
進
学
説
明
会
や
個
別
相
談
会
を
開
催

す
る
な
ど
、
幅
広
い
地
域
の
受
験
生
に
向
け
て
情
報
発
信
を
行
っ
た
。
音
楽
学
部
で
は
、
学
内
で
の
公
開

レ
ッ

ス
ン

や
オ

ン
ラ

イ
ン
ガ

イ
ダ
ン

ス
を

実
施

す
る

な
ど
、
対

面
と
オ

ン
ラ

イ
ン

を
組

み
合
わ
せ

て
魅

力
発
信
に
努
め
た
。
 

そ
の
ほ
か
、
令
和

4
年
度
か
ら
修
士
課
程
入
試
へ
の
ウ
ェ
ブ
出
願
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
音
楽
研
究

科
修
士
課
程
及
び
美
術
研
究
科
修
士
課
程
で
運
用
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
博
士
課
程
入
試
に
つ
い
て
も
、

令
和

5
年

1
月
の
出
願
か
ら
運
用
を
開
始
す
る
な
ど
、
出
願
手
続
き
を
省
力
化
・
迅
速
化
し
た
。
 

Ⅳ
 

Ⅳ
 

コ
ロ

ナ
禍

に
お

け
る

オ
ン

ラ

イ
ン

で
の

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
の

開
催

や
対

面
と

オ
ン

ラ
イ

ン
を

組
み

合
わ

せ
た

情
報

発
信

な
ど
、
優
秀
な
学
生
の
確
保
に
向

け
さ

ま
ざ

ま
な

取
組

を
実

施
し

て
い
る
。
よ
り
良
い
人
材
の
確
保

と
い
う
観
点
か
ら
、
取
組
も
重
要

で
あ
り
評
価
で
き
る
が
、
結
果
と

し
て

競
争

倍
率

が
上

が
る

こ
と

が
重
要
で
あ
る
た
め
、
そ
の
点
も

意
識
し
て
取
り
組
ま
れ
た
い
。
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中 期 目 標 

第
１
 
大
学
の
教
育

研
究
等

の
質
の

向
上
に
関

す
る
目

標
 

１
 
教
育
に

関
す
る

目
標
 

⑵
 
教
育
環

境
等
の

向
上
に

関
す
る

目
標
 

芸
術
教
育
の
特
性
を
踏
ま
え
、
教
員
の
資
質
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
学
生
の
自
主
的
な
学
び
を
促
進
す
る
環
境
を
充
実
さ
せ
る
な
ど
、
専
門
的

な
教
育
研
究
環
境
の
確
保
を
図
る
。

 
ま
た
、
専
門
的
な
教
育
研
究
を
一
層
深
め
、
幅
広
い
教
養
を
身
に
つ
け
る
た
め
、
大
学
の
ま
ち
京
都
の
特
性
を
生
か
し
、
他
大
学
と
も
連
携
し
、
学

び
の
場
の
充
実
を
図
る
。

 
 

中 期 計 画 

第
１
 
大
学
の
教
育

研
究
等

の
質
の

向
上
に
関

す
る
目

標
を
達

成
す
る

た
め
に
と

る
べ
き

措
置
 

１
 
教
育
に

関
す
る

目
標
を

達
成
す

る
た
め
に

と
る
べ

き
措
置
 

⑵
 
教
育
環

境
等
の

向
上
に

関
す
る

目
標
を
達

成
す
る

た
め
の

措
置
 

 

№
 

中
期
計
画
 

第
2
期
中
期
計
画
の
取
組
実
績
 

自
己
 

評
価
 

評
価
委
員
会
に
よ
る
評
価
 

評
価
 

意
見
 

5
 

ア
 
教
育

の
実
施
体

制
の
充

実
に
向

け
た
取

組
 本
学
の
理
念
に
沿

っ
た
質

の
高
い

教
育
を

実
施
す
る

た
め
、
指
導
体

制
の
充

実
に
努
め

る
と
と
も

に
、
教
育
の
質

を
向
上

さ
せ
る
た

め
の
研
究

と
実
践
に
取
り

組
む
。

ま
た
、
大

学
移
転
を

見
据
え
、
大
学

コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム

京
都
を
は

じ
め
、
他
大
学

と
の
連

携
に
よ
る

教
育
の
実
施
体
制
の
充
実
を
検
討
す
る
。
 

学
部
教
育
等
に
お
け
る
き
め
細
か
い
指
導
の
実
現
や
、
在
学
生
・
卒
業
生
を
教
育
補
助
業
務
に
従
事
さ

せ
、
教
育
指
導
能
力
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
制
作
や
演
奏
の
指
導
補
助
を
行
う
「
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
制
度
」
を
令
和

4
年
度
か
ら
実
施
し
た
。
 

音
楽
学
部
で
は
、
他
の
音
楽
系
大
学
と
協
力
し
て
「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
夕
べ
」
や
「
関
西
の
音
楽
大
学

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
、
本
学
か
ら
多
く
の
学
生
が
参
加
し
、
他
大
学
と
の
連
携

に
よ
る
実
践
的
な
教
育
を
行
っ
た
。
 

芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
教
職
員
・
市
民
な
ど
へ
の
幅
広
い

公
開
を
目
的
と
し
て
開
催
し
て
い

る
ア

ー
カ

イ
ブ

研
究

会
や
重

点
研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
等

へ
の

参
加

を
学
生
に

呼
び

か
け
た
ほ
か
、
専
攻
教
員
が
テ
ー
マ
演
習
や
博
士
課
程
学
生
へ
の
論
文
指
導
等
に
参
加
す
る
な
ど
、
研
究

セ
ン
タ
ー
と
し
て
教
育
に
関
わ
る
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
に
合
わ

せ
て
、
沓
掛
キ
ャ
ン
パ
ス
の
記
憶
と
記
録
を
ア
ー
カ
イ
ブ
す
る
「
沓
掛

1
98
0-
20
23
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

実
施
し
、
在
校
生
・
卒
業
生
ら
の
協
力
と
参
加
の
も
と
に
活
動
し
た
。
 

ま
た
、
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
京
都
の
単
位
互
換
事
業
に
継
続
し
て
授
業
を
提
供
し
た
。
 

Ⅳ
 

Ⅳ
 

 

6
 

イ
 
教
育

研
究
に
必

要
な
環

境
等
の

充
実
に

向
け
た
取
組
 

学
生
の
自

主
的
な

学
び
の

促
進
は

も
と
よ

り
、
質
の

高
い
教
育
研
究

水
準
の

維
持
・
確

保
に
必
要

な
機
器
等
の
更

新
・
充

実
を
図
る

新
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
教
育
環
境
充
実
に
向
け
、
制
作
室
の
拡
大
や
練
習
室
の
増
設
な
ど
、
移
転
に

伴
い
充
実
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
新
し
い
施
設
を
最
大
限
有
効
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
学
部

専
攻
に
お
い
て
準
備
を
行
っ
た
。
ま
た
、
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
（
ス
タ

イ
ン
ウ
ェ
イ
、
ベ
ー
ゼ
ン
ド
ル
フ
ァ

ー
）
や
上
蓋
式
電
気
炉
な
ど
の
楽
器
・
機
材
の
購
入
や
修
理
を
積
極
的
に
行
っ
た
。
 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感
染
症

対
策

と
し

て
は

、
学

科
の

教
室
を

実
技

の
教

室
と

し
て

利
用

す
る
た

Ⅳ
 

Ⅳ
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と
と
も
に

、
キ
ャ
ン
パ
ス

移
転
後

の
教
育
研

究
環
境
の

在
り
方
も
見
据

え
た
う

え
で
、
優

れ
た
芸
術

活
動
の
実
践
や

新
た
な

芸
術
表
現

の
創
出
に

資
す
る
高
機
能

な
機
材

等
の
導
入

な
ど
、
教

育
施
設
・
環
境

の
整
備

改
善
に
努

め
る
。
 

め
の
特
殊
排
水
設
備
等
の
整
備
や
、
換
気
設
備
の
整
備
、
学
科
の
遠
隔
授
業
を
受
講
す
る
た
め
の

W
i-
Fi

環
境
の
整
備
、
飛
沫
防
止
用
パ
ネ
ル
の
制
作
な
ど
、
学
生
が
安
心
し
て
授
業
に
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
る

環
境
整
備
に
取
り
組
ん
だ
。
ま
た
、
教
員
向
け
の
情
報
共
有
の
た
め
の
「
教
員
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
の

運

用
を

開
始

し
た

ほ
か

、
ウ
ェ

ブ
上
で

の
成

績
開

示
や

学
生
ポ
ー

タ
ル
サ

イ
ト

等
の

機
能

を
備
え
た

新
た

な
学
務
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。
 

芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
資
源
の
適
正
な
保
管
・
共
有
方
法
等
に
関
す
る
調

査
・
検
討
の
た
め
、
専
門
的
知
識
を
有
す
る
非
常
勤
研
究
員
と
と
も
に
、
主
に
科
学
研
究
費
を
用
い
た
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、
分
散
型
芸
術
資
源
ア
ー
カ
イ
ブ
（
※
）
の
理
論
と
具
体
的
実
装
方
法
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
た
。
ま
た
、
検
討
内
容
の
検
証
実
験
に
向
け
、
大
容
量
の
デ
ー
タ
を
安
定
し
た
媒
体
に

記
録
で
き
る
環
境
を
整
え
た
。
 

伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
本
学
が
所
蔵
す
る
「
雅
楽
器
製
作
用
具
」
に
つ
い
て
整
理
及
び
目
録

の
作
成
を
行
い
、
有
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
に
向
け
た
取
組
を
実
施
し
た
。
 

 

（
※
）
個
人
や
個
別
部
局
等
が
情
報
の
入
力
を
担
当
し
て
そ
の
内
容
の
真
正
性
を
担
保
し
つ
つ
、
学
内
や

大
学
間
な
ど
、
よ
り
広
い
利
用
者
の
間
で
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
共
有
す
る
し
く
み
 

  

中 期 目 標 

第
１
 
大
学
の
教
育

研
究
等

の
質
の

向
上
に
関

す
る
目

標
 

１
 
教
育
に

関
す
る

目
標
 

⑶
 
学
生
の

支
援
に

関
す
る

目
標
 

ア
 
学
生
一
人
ひ
と
り
の
学
習
、
研
究
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
と
も
に
、
心
身
と
も
に
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
き
め
細
か
な
支
援
を
充

実
さ
せ
る
。

 
イ

 
芸

術
家

へ
の

キ
ャ
リ

ア
サ
ポ
ー

ト
や
企
業

等
へ

の
就
職

支
援
に
つ

い
て
、
在

学
生

の
み
な

ら
ず
卒
業

生
も
対
象

に
、

個
々
の

状
況
に
応

じ
た

支
援
を
充
実
さ
せ
る
。

 
 

中 期 計 画 

第
１
 
大
学
の
教
育

研
究
等

の
質
の

向
上
に
関

す
る
目

標
を
達

成
す
る

た
め
に
と

る
べ
き

措
置
 

１
 
教
育
に

関
す
る

目
標
を

達
成
す

る
た
め
に

と
る
べ

き
措
置
 

⑶
 
学
生
の

支
援
に

関
す
る

目
標
を

達
成
す
る

た
め
の

措
置
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№
 

中
期
計
画
 

第
2
期
中
期
計
画
の
取
組
実
績
 

自
己
 

評
価
 

評
価
委
員
会
に
よ
る
評
価
 

評
価
 

意
見
 

7
 

ア
 
学
生
生

活
充
実

の
た
め

の
取
組
 

学
生
を
取

り
巻
く

社
会
環

境
の
変

化
に
的

確
に
対
応

し
な
が
ら
、
学

生
生
活

の
充
実
を

図
る
た
め

に
、
学
生
の
自

主
的
な

学
内
外
で

の
活
動
支

援
や
、
心
身
の

健
康
保

持
、
経
済

面
で
の
支
援
を
強
化
す
る
。
 

学
生

を
取

り
巻

く
社

会
環
境
が

大
き

く
変

化
す

る
中

で
も

、
学
生

が
心

身
と

も
に

健
康

で
充

実
し
た

学
生

生
活

を
送

れ
る

よ
う
に

、
ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー
に
よ

る
面
談

や
合

理
的

配
慮

が
必
要
な

学
生

に
対

す
る

サ
ポ

ー
ト

を
行
う

と
と
も

に
、

学
生

ポ
ー

タ
ル
サ
イ

ト
へ
の

掲
載

や
一

斉
メ

ー
ル
に
よ

り
、

様
々
な
情
報
発
信
を
行
っ
た
。
 

特
に
、
学
生
へ
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
と
し
て
、
教
職
員
、

保
健
室
（
保
健
師
）
と
密
接
に
連

携
・
情
報
共
有
を
し
な
が
ら
、
学
生
及
び
教
職
員
を
対
象
と
し
た
ワ
ク

チ
ン
の
集
団
接
種
や
学
生
相
談
室
の
拡
充
、
経
済
的
支
援
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
た
。
 

ま
た
、
学
生
向
け
の

A
ED

講
習
、
防
犯
講
習
、
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
講
習
を
開
催
す
る
と
と

も
に
、
警
察
や
弁
護
士
会
等
と
連
携
し
、
防
犯
講
習
や
法
律
知
識
な
ど
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
講
習
を
開

催
し
た
ほ
か
、
災
害
時
の
対
策
と
し
て
、
新
入
生
全
員
を
対
象
に
地
震
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
配
布
し
て
、

防
災
知
識
の
向
上
を
図
っ
た
。
 

加
え
て
、
外
部
の
奨
学
金
等
へ
の
応
募
を
支
援
す
る
た
め
、
奨
学
金
等
に
関
す
る
情
報
を
学
生
ポ
ー
タ

ル
サ

イ
ト

に
掲

載
し

、
適
用

対
象
と

な
る

可
能

性
の

高
い
学
生

へ
の
個

別
の

メ
ー

ル
及

び
電
話
で

の
周

知
に
取
り
組
む
な
ど
、
円
滑
な
実
施
に
努
め
た
。
 

そ
の
ほ
か
、「

京
芸
友
の
会
」
や
「
未
来
の
芸
術
家
支
援
の
れ
ん
百
人
衆
」
に
寄
せ
ら
れ
た
寄
附
金
を

活
用
し
、
学
生
の
自
主
的
な
活
動
に
資
す
る
備
品
等
の
購
入
助
成
や
展
覧
会
・
演
奏
会
等
の
活
動
支
援
、

備
品
の
購
入
等
に
よ
る
教
育
環
境
整
備
の
充
実
を
積
極
的
に
行
っ
た
。
 

Ⅳ
 

Ⅳ
 

 

8
 

イ
 
キ
ャ
リ

ア
支
援

の
た
め

の
取
組
 

社
会
情
勢

を
踏
ま

え
な
が

ら
、
多

様
な
生

き
方
の
提

示
や
社
会
と
の

結
び
つ

き
の
場
の

創
出
な
ど

を
通
じ
て
、
学

生
自
身

が
進
路
を

考
え
て
選

択
す
る
力
を
身

に
つ
け

ら
れ
る
よ

う
、
在
学

中
の
み
な
ら
ず

卒
業
後

も
対
象
に

キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
セ
ン

タ
ー
に

お
け
る
支

援
の
取
組
を
充
実
す
る
。
 

【
数
値
目
標
①
】
 

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
講
習
会
等
の
実
施
回
数
 

美
術
・
音
楽
の
専
門
知
識
を
身
に
つ
け
卒
業
・
修
了
し
て
い
く
学
生
に
対
し
て
、
在
学
時
か
ら
多
様
な

進
路
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
学
生
の
進
路
相
談
や
卒
業
・
修
了
後
の

サ

ポ
ー
ト
を
様
々
な
か
た
ち
で
行
う
た
め
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
の

取
組
を
実
施
し
た
。
 

毎
年
度
、
様
々
な
分
野
で
活
躍
す
る
卒
業
生
・
修
了
生
を
招
き
、
在
学
生
に
多
様
な
進
路
を
提
示
す
る

講
演
会
「
1
0
年
後
の
京
芸
生
」
や
、
本
学
の
交
換
留
学
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
を

考
え
る
「
交
換
留
学
か
ら
辿
る
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
」
を
開
催
し
た
。
 

ま
た
、
在
学
生
・
卒
業
生
の
芸
術
活
動
・
就
職
活
動
の
相
談
業
務
を
行
っ
た
ほ
か
、
講
習
会
や
企
業
説

明
会
・
就
職
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
講
座
等
の
実
施
や
学
外
か
ら
の
依
頼
演
奏
へ
の
在
学

生
・
卒
業
生
の
参
加
調
整
な
ど
を
行
っ
た
。
 

Ⅲ
 

Ⅲ
 

コ
ロ

ナ
禍

や
キ

ャ
ン

パ
ス

移

転
の
中
で
も
、
数
値
目
標
を
し
っ

か
り
と
達
成
し
て
お
り
、
様
々
な

取
組

が
功

を
奏

し
て

い
る

と
評

価
で
き
る
。
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4
0
回
／
年
 

【
数
値
目
標
①
実
績
】
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
講
習
会
等
の
実
施
回
数
 

平
成

3
0
年
度
 

令
和
元
年
度
 

令
和

2
年
度
 

令
和

3
年
度
 

令
和

4
年
度
 

令
和

5
年
度
 

5
0
回
 

6
3
回
 

4
2
回
 

4
1
回
 

4
7
回
 

4
0
回
 

 
 

 

中 期 目 標 

第
１
 
大
学
の
教
育

研
究
等

の
質
の

向
上
に
関

す
る
目

標
 

２
 
研
究
に

関
す
る

目
標
 

⑴
 
研
究
水

準
及
び

研
究
の

成
果
等

に
関
す
る

目
標
 

こ
れ
ま
で
の
伝
統
を
継
承
し
つ
つ
、
京
都
特
有
の
歴
史
や
環
境
、
人

的
な
交
流
を
生
か
し
、
自
由
で
多

様
な
研
究
の
推
進
を
通
し
て
、
新

し
い
文
化

芸
術
の
可
能
性
を
追
求
す
る
。

 
ま
た
、
そ
の
研
究
成
果
を
社
会
に
還
元
す
る
こ
と
で
、
京
都
は
も
と
よ
り
国
際
的
な
文
化
芸
術
の
振
興
・
発
展
に
寄
与
す
る
。

 

 

中 期 計 画 

第
１
 
大
学
の
教
育

研
究
等

の
質
の

向
上
に
関

す
る
目

標
を
達

成
す
る

た
め
に
と

る
べ
き

措
置
 

２
 
研
究
に

関
す
る

目
標
を

達
成
す

る
た
め
の

措
置
 

⑴
 
 

研
究
水
準

及
び
研

究
の
成

果
等
に

関
す
る
目

標
を
達

成
す
る

た
め
の

措
置
 

 

№
 

中
期
計
画
 

第
2
期
中
期
計
画
の
取
組
実
績
 

自
己
 

評
価
 

評
価
委
員
会
に
よ
る
評
価
 

評
価
 

意
見
 

9
 

教
員
の
自

由
で
多

様
な
研

究
の
更

な
る
推

進
を
図
り

、
そ
の
成
果
を

様
々
な

機
会
を
通

じ
て
社
会

に
向
け
積
極
的

に
発
信

す
る
。
ま

た
、
海
外

の
大
学
と
の
交

流
強
化

を
推
進
す

る
。
 

日
本
伝
統

音
楽
研

究
セ
ン

タ
ー
に

お
い
て

は
、
京
都

に
集
積
す
る
文

化
資
源

の
利
活
用

や
伝
統
文

化
に
関
す
る
研

究
機
関

等
と
の
交

流
・
連
携

を
通
じ
て
、
研

究
活
動

の
更
な
る

充
実
を
図

る
と
と
も
に
、

伝
統
音

楽
に
関
す

る
情
報
共

有
・
普
及
振
興

・
交
流

拠
点
と
し

て
の
機
能
を
高
め
る
。
 

芸
術
資
源

研
究
セ

ン
タ
ー

に
お
い

て
は
、

教
員

の
研

究
成

果
と

し
て
の
展

覧
会

や
演

奏
会

の
開

催
情

報
等
に

つ
い

て
、

積
極

的
に

情
報

収
集
に

務
め
、
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

S
NS

で
発
信
し
た
。
 

日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、平

成
2
9
年
に
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
と
締
結
し
た「

学

術
交
流
・
協
力
に
関
す
る
基
本
協
定
」
を
更
新
し
、
同
セ
ン
タ
ー
の
研
究
者
を
招
い
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
た
。
ま
た
、
展
観
の
開
催
に
お

い
て
、
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
、
香

川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
京
都
大
学

附
属
図
書
館
、
東
京
大
学
教
養
学
部
な
ど
多
数
の
資
料
所
蔵
機
関
の
協
力
を
得
て
、
約

1
00

点
の
資
料

展
示
を
行
っ
た
。
そ
の
ほ
か
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
音
楽
学
部
と
の
共
同
研
究
（「

イ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ

ア
と
し
て
の
能
」）

や
、
上
海
音
楽

学
院
の
研
究
者
を
招
い
た
講
演
会
、
海
外
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
招
い

た
特
別
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
開
催
し
た
。
 

芸
術

資
源

研
究

セ
ン

タ
ー
で
は

、
同

セ
ン

タ
ー

の
研

究
テ

ー
マ
で

あ
る

創
造

的
な

ア
ー

カ
イ

ブ
に
つ

い
て

の
研

究
会

を
公

開
で
開

催
し
た

ほ
か

、
個

別
研

究
テ
ー
マ

で
あ
る

重
点

研
究

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

に
も

取
り
組
ん
だ
。
ま
た
、
沓
掛
キ
ャ
ン
パ
ス
の
記
憶
と
記
録
を
ア
ー
カ
イ
ブ
す
る
沓
掛
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ア
ー

カ
イ
ビ
ン
グ
の
活
動
と
し
て
「
沓
掛

1
98
0-
20
23
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
た
。
加
え
て
、
令
和

3
年

Ⅲ
 

Ⅲ
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学
内
外
の

教
員
・
学
生
・

研
究
者

・
市
民
間

の
交
流
と

連
携
を
基
盤
と

し
つ
つ

、
創
造
的

活
動
を
生

み
出
す
芸
術
資

源
に
つ

い
て
の
研

究
を
推
進

す
る
と
と
も
に

、
そ
の

成
果
を
広

く
社
会
・
市
民
に
発
信
し
共
有
す
る
。
 

度
に

と
り

ま
と

め
た

基
本
設

計
方
針

に
基

づ
き

、
科

学
研
究
費

を
利
用

し
た

研
究

会
や

こ
れ
ま
で

に
収

集
し

た
デ

ー
タ

や
作

成
し
た

デ
ー
タ

ベ
ー

ス
の

再
整

理
作
業
を

行
う
な

ど
、

セ
ン

タ
ー

内
で
の
公

開
に

向
け
た
準
備
を
進
め
た
。
 

 

中 期 目 標 

第
１
 
大
学
の
教
育

研
究
等

の
質
の

向
上
に
関

す
る
目

標
 

２
 
研
究
に

関
す
る

目
標
 

⑵
 
研
究
へ

の
支
援

等
に
関

す
る
目

標
 

学
生
及
び
教
員
が
研
究
に
邁
進
で
き
る
よ
う
、
個
人
研
究
や
共
同
研
究
の
内
容
に
即
し
た
研
究
支
援
の
充
実
を
図
る
。

 

 

中 期 計 画 

第
１
 
大
学
の
教
育

研
究
等

の
質
の

向
上
に
関

す
る
目

標
を
達

成
す
る

た
め
に
と

る
べ
き

措
置
 

２
 
研
究
に

関
す
る

目
標
を

達
成
す

る
た
め
の

措
置
 

⑵
 
 

研
究
へ
の

支
援
等

に
関
す

る
目
標

を
達
成
す

る
た
め

の
措
置
 

 

№
 

中
期
計
画
 

第
2
期
中
期
計
画
の
取
組
実
績
 

自
己
 

評
価
 

評
価
委
員
会
に
よ
る
評
価
 

評
価
 

意
見
 

1
0 

学
生
及
び

教
員
に

よ
る
研

究
活
動

の
充
実

を
目
指
し

、
学
内
に
お
け

る
研
究

環
境
の
整

備
に
努
め

る
。
ま
た
、
科

学
研
究

費
を
は
じ

め
と
す
る

外
部
資
金
制
度

の
活
用

促
進
を
図

る
た
め
に
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
。
 

【
数
値
目
標
②
】
 

科
学
研
究
費
の
申
請

件
数
 
1
0
0
件
（
6

年

間
）
 

科
学
研
究
費
獲
得
の
た
め
、
ロ
バ
ス
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
の
申
請
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
令
和

2
年

～
4
年
度
に
試
験
導
入
す
る
な
ど
、
外
部
資
金
制
度
の
活
用
促
進
を
図
っ
た
結
果
、
科
学
研
究
費
の
申
請

件
数
は
期
間
中
で

1
32

件
と
、
累
計

1
00

件
の
数
値
目
標
を
達
成
し
た
。
 

ま
た
、
そ
の
他
の
外
部
資
金
と
し
て
産
学
連
携
に
伴
う
受
託
事
業
費
等
の
獲
得
に
努
め
た
ほ
か
、
本
学

独
自

の
特

別
研

究
助

成
制
度

を
継
続

的
に

実
施

す
る

な
ど
、
学

生
及
び

教
員

の
研

究
活

動
を
幅
広

く
研

究
活
動
を
支
援
す
る
体
制
を
整
え
た
。
 

 【
数
値
目
標
②
実
績
】
科
学
研
究
費
の
申
請
件
数
 

平
成

3
0
年
度
 

令
和
元
年
度
 

令
和

2
年
度
 

令
和

3
年
度
 

令
和

4
年
度
 

令
和

5
年
度
 

2
2
件
 

2
6
件
 

(
累
計

48
件
) 

1
8
件
 

(累
計

66
件

) 

1
9
件
 

(累
計

85
件

) 

2
2
件
 

(累
計

10
7
件
) 

2
5
件
 

(累
計

13
2
件
) 

 

Ⅳ
 

Ⅳ
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中 期 目 標 

第
１
 
大
学
の
教
育

研
究
等

の
質
の

向
上
に
関

す
る
目

標
 

３
 
そ
の
他

の
目
標
 

⑴
 

社
会
・
市
民
へ

の
教

育
研

究
の

成
果
の

還
元

に
関

す
る

目
標
 

本
中
期
目

標
の
期

間
中
に

予
定

し
て

い
る
キ

ャ
ン
パ

ス
移
転

に
よ

り
、

市
民
が

大
学
に

触
れ
合

う
機

会
が

多
く
な

る
た
め

、
大
学

資
源

の
提

供
の

取
組
を
強
化
し
、
教
育
研
究
の
成
果
を
よ
り
積
極
的
に
地
域
社
会
に
還
元
す
る
。

 

 

中 期 計 画 

第
１
 
大
学
の
教
育

研
究
等

の
質
の

向
上
に
関

す
る
目

標
を
達

成
す
る

た
め
に
と

る
べ
き

措
置
 

３
 
そ
の
他

の
目
標

を
達
成

す
る
た

め
の
措
置
 

⑴
 
社
会
・

市
民
へ

の
教
育

研
究
の

成
果
の
還

元
に
関

す
る
目

標
を
達

成
す
る
た

め
の
措

置
 

 

№
 

中
期
計
画
 

第
2
期
中
期
計
画
の
取
組
実
績
 

自
己
 

評
価
 

評
価
委
員
会
に
よ
る
評
価
 

評
価
 

意
見
 

1
1 

大
学
が
有

す
る
知

的
資
源

を
活
用

し
、
広

く
社
会
に

対
し
て
芸
術
文

化
に
触

れ
合
う
機

会
を
提
供

し
、
幅
広
い
世

代
を
対

象
と
し
た

芸
術
文
化
の
振
興
に
貢
献
す
る
。
 

【
数
値
目
標
③
】
 

展
覧
会
・
演
奏
会
・
公
開
講
座
等
の
開
催
数
 

6
0
事
業
／
年
 

【
数
値
目
標
④
】
 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
＠
Ｋ
Ｃ
Ｕ
Ａ
の
入
場
者
数
 

2
2
,0
00

人
／
年
 

 
大

学
が

収
蔵

し
て

い
る
美

術
品
や

収
蔵

品
の

み
な

ら
ず
芸
術

大
学
と

し
て

有
し

て
い

る
様
々
な

知
的

資
源
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
広
く
社
会
に
対
し
て
芸
術
文
化
に
触
れ
あ
う
機
会
を
提
供
し
、
芸
術
文
化
の

振
興
に
努
め
た
。
具
体
的
な
取
組
と
し
て
は
、
展
覧
会
・
演
奏
会
や
、
芸
術
資
料
館
収
蔵
品
に
関
す
る
収

蔵
品
展
・
研
究
成
果
を
発
信
す
る
企
画
展
示
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
@
K
CU
A
で
の
企
画
展
・
申
請
展
、
日
本
伝
統

音
楽

研
究

セ
ン

タ
ー

に
よ
る

セ
ミ
ナ

ー
や

公
開

講
座

、
芸
術
資

源
研
究

セ
ン

タ
ー

に
よ

る
研
究
会

な
ど

を
多
数
開
催
し
、
教
育
研
究
成
果
を
広
く
発
信
し
た
。
 

 
令
和

2
年
度
及
び

3
年
度
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
演
奏
会

等
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
も
生
じ
た
が
、
観
客
数
の
制
限
や
動
画
配
信
等
、
様
々
な
方
策
を
講
じ

て
教
育
研
究
成
果
の
発
信
に
努
め
た
。
 

 
期
間
中
の
新
た
な
取
組
と
し
て
、
令
和

2
年
度
か
ら
「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
協
演
の
夕
べ
」
と
題
し
た
新
た

な
演
奏
会
を
開
催
し
た
。
本
演
奏
会
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
収
束
し
つ

つ
あ
っ
た
令
和

4
年
度
に
、
音
楽
学
部

7
0
周
年
記
念
事
業
及
び
移
転
整
備
プ
レ
事
業
と
し
て
位
置
づ

け
、「

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
協
演
！
i
n
ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
」
と
題
し
て
ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
と
の
共
催

に
よ
り
同
館
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
。
ま
た
、
令
和

5
年

11
月
に
は
新
設
さ
れ
た
堀
場
信
吉
記
念

ホ
ー
ル
の
こ
け
ら
落
と
し
公
演
と
し
て
開
催
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
令
和
元
年
及
び
令
和

3
年
度
は
中
止
し
た
大
学
院
オ
ペ
ラ
に
つ
い
て
も
、
令
和

5
年
度
に
堀
場

信
吉
記
念
ホ
ー
ル
で
オ
ペ
ラ
テ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
と
し
て
開
催
し
た
。
 

Ⅳ
 

Ⅲ
 

コ
ロ

ナ
禍

や
移

転
な

ど
通

常

と
は

異
な

る
状

況
下

で
は

あ
っ

た
も
の
の
、
２
つ
の
数
値
目
標
を

達
成
し
て
い
な
い
た
め
、
計
画
を

上
回

っ
て

実
施

し
た

と
の

評
価

は
で
き
な
い
が
、
困
難
な
状
況
の

中
で
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
等
工

夫
を
し
な
が
ら
、
取
組
を
止
め
る

こ
と

な
く

教
育

研
究

成
果

の
発

信
に

努
め

て
い

る
点

は
評

価
で

き
る
。
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日

本
伝

統
音

楽
研

究
セ
ン

タ
ー
で

は
、

子
ど

も
に

対
す
る
伝

統
音
楽

の
教

育
方

法
の

研
究
成
果

と
し

て
、
小
中
学
生
向
け
の
日
本
の
伝
統
音
楽
に
関
す
る
書
籍
の
監
修
や
、
美
術
・
音
楽
両
学
部
の
学
生
も
参

加
し
て
、
崇
仁
祭
囃
子
の
伝
承
や
公
開
演
奏
な
ど
に
取
り
組
む
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
伝
統
音
楽
の
学

び
に
関
わ
り
な
が
ら
実
践
的
な
研
究
を
行
っ
た
。
ま
た
、
新
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
後
に
特
別
国
際
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
や
公
開
講
座
な
ど
も
開
催
し
た
。
 

 【
数
値
目
標
③
実
績
】
展
覧
会
・
演
奏
会
・
公
開
講
座
等
の
開
催
数
 

平
成

3
0
年
度
 

令
和
元
年
度
 

令
和

2
年
度
 

令
和

3
年
度
 

令
和

4
年
度
 

令
和

5
年
度
 

7
0
事
業
 

6
2
事
業
 

3
8
事
業
 

5
1
事
業
 

6
0
事
業
 

4
8
事
業
 

※
主
な
も
の
 

 
美
術
学
部
・
研
究
科
作
品
展
、
芸
術
資
料
館
収
蔵
品
展
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
@
K
CU
A
展
覧
会
、
サ
マ
ー
ア
ー

ト
ス
ク
ー
ル
、
定
期
演
奏
会
、
ピ
ア
ノ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、「

音
暦
」（

コ
ン
サ
ー
ト
）、

文
化
会
館
コ
ン

サ
ー
ト
、
伝
音
セ
ミ
ナ
ー
、
で
ん

お
ん
連
続
講
座
、
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
ア
ー
カ
イ
ブ
研
究
会
・
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
さ
よ
な
ら
沓
掛
キ
ャ
ン
パ
ス
展
等
 

 【
数
値
目
標
④
実
績
】
ギ
ャ
ラ
リ
ー
＠
Ｋ
Ｃ
Ｕ
Ａ
の
入
場
者
数
 

平
成

3
0
年
度
 

令
和
元
年
度
 

令
和

2
年
度
 

令
和

3
年
度
 

令
和

4
年
度
 

令
和

5
年
度
 

2
5
,2
95

人
 

2
2
,2
42

人
 

8
,
07
2
人
 

1
1
,5
74

人
 

1
5
,0
50

人
 

1
0
,8
98

人
 

 
 

 

中 期 目 標 

第
１
 
大
学
の
教
育

研
究
等

の
質
の

向
上
に
関

す
る
目

標
 

３
 
そ
の
他

の
目
標
 

⑵
 
学
外
連

携
に
関

す
る
目

標
 

京
都
の
文
化
芸
術
の
裾
野
を
広
げ
、
新
し
い
芸
術
の
可
能
性
を
追
求
し
、
地
域
の
活
性
化
な
ど
の
社
会
貢
献
を
果
た
す
と
と
も
に
、
京
都
の
伝
統
文

化
や
地
域
産
業
の
振
興
に
も
寄
与
す
る
た
め
、
産
業
界
、
福
祉
医
療
分
野
、
地
域
団
体
、
文
化
芸
術
機
関
、
伝
統
文
化
関
係
団
体
、
芸
術
系
大
学
、
そ

の
他
の
大
学
、
小
中
高
等
学
校
等
と
の
連
携
を
推
進
す
る
。

 

 

中 期 計 画 

第
１
 
大
学
の
教
育

研
究
等

の
質
の

向
上
に
関

す
る
目

標
を
達

成
す
る

た
め
に
と

る
べ
き

措
置
 

３
 
そ
の
他

の
目
標

を
達
成

す
る
た

め
の
措
置
 

⑵
 
学
外
連

携
に
関

す
る
目

標
を
達

成
す
る
た

め
の
措

置
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№
 

中
期
計
画
 

第
2
期
中
期
計
画
の
取
組
実
績
 

自
己
 

評
価
 

評
価
委
員
会
に
よ
る
評
価
 

評
価
 

意
見
 

1
2 

ア
 
教
育

機
関
・
文

化
芸
術

機
関
等

と
の
連

携
推
進
に
係

る
取
組
 

小
・
中
・

高
等
学

校
や
他

大
学
等

の
教
育

機
関

や
文

化
芸

術
機

関
等

と
の

連
携

に
よ

り
、
芸
術

に
携
わ
る
次
世

代
の
育

成
に
貢
献

す
る
と
と

も
に
、
京
都
の

伝
統
文

化
の
継
承

や
芸
術
文

化
の
裾
野
を
広

げ
る
こ

と
に
貢
献

す
る
。
 

「
京
都
子
ど
も
の
音
楽
教
室
」
の
一
般
社
団
法
人
化
に
協
力
し
、
法
人
社
員
と
し
て
運
営
に
参
画
す
る

と
と
も
に
、
特
別
授
業
や
基
礎
教
育
の
研
究
会
、
ピ
ア
ノ
公
開
レ
ッ
ス
ン
、
定
期
演
奏
会
の
オ
ー
デ
ィ
シ

ョ
ン
審
査
員
等
に
音
楽
学
部
の
教
員
が
参
加
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携
を
強
化
し
た
。
 

 
小
・
中
学
校
と
の
連
携
で
は
、
境
谷
小
学
校
や
下
京
渉
成
小
学
校
の
空
き
教
室
に
お
い
て
、
本
学
卒
業

生
等

が
制

作
活

動
を

行
う
レ

ジ
デ
ン

ス
活

動
や

作
品

鑑
賞
授
業

と
し
て

複
数

の
小

中
学

校
で
演
奏

を
行

っ
た
。
ま
た
、
桂
坂
小
学
校
で
は
「
カ
ザ
ラ
ッ
カ
コ
ン
サ
ー
ト
」
の
開
催
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。
 

 
高
等
学
校
と
の
連
携
で
は
、
京
都
市
立
美
術
工
芸
高
校
（
旧
：
銅
駝
美
術
工
芸
高
校
）
や
京
都
堀
川
音

楽
高
校
、
嘉
楽
中
学
校
に
お
い
て
本
学
教
員
が
授
業
を
行
っ
た
ほ
か
、
京
都
市
立
美
術
工
芸
高
校
と
は
教

育
研
究
や
学
習
支
援
、
地
域
社
会
の
ま
ち
づ
く
り
等
に
関
す
る
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
た
。
 

 
他
大
学
と
の
連
携
で
は
、
京
都
大
学
・
京
都
工
芸
繊
維
大
学
と
、
文
部
科
学
省
の
「
大
学
等
に
お
け
る

価
値
創
造
人
材
育
成
拠
点
の
形
成
事
業
」
に
参
画
し
、
教
員
が
講
義
を
行
う
と
と
も
に
、
全
国
芸
術
系
大

学
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

や
京
都

・
大
学

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

な
ど
と
の

様
々
な

連
携

に
も

継
続

し
て
参
画

す
る

な
ど
、
取
組
を
進
め
た
。
ま
た
、
令

和
5
年
度
に
京
都
工
芸
繊
維
大
学
・
京
都
美
術
工
芸
大
学
と
の
間
で

「
伝
統
工
芸
、
伝
統
建
築
・
文
化
等
を
通
し
た
ア
ー
ト
及
び
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
教
育
研
究
の
連
携
に
関

す
る
協
定
」
を
締
結
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
京
都
大
学
及
び
京
都
工
芸
繊
維
大
学
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
、
社
会
人
を
対
象
と
し
た
創
造
性
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
K
y
ot
o 
Cr
e
at
iv
e 
As
se
mb
la
ge
」
で
は
、

令
和

4
年
度
か
ら
受
講
生
の
募
集
を
開
始
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
ほ
か
、
ベ
ル
ゲ
ン
大
学

（
ノ

ル
ウ

ェ
ー

）
と

の
共
同

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
本

学
教
員
が

ア
ー
テ

ィ
ス

ト
レ

ク
チ

ャ
ー
と
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
開

催
し

て
ベ
ル

ゲ
ン
大

学
の

学
生

と
共

同
制
作
を

行
う
な

ど
、

国
内

外
の

大
学
と
も

連
携

を
深
め
た
。
 

 
教

育
機

関
や

文
化

芸
術
機

関
と
の

連
携

に
お

い
て

も
、
京
都

芸
術
教

育
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム
が
開

催
し

た
「
京
都
芸
術
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
へ
の
参
加
や
京
都
ア
カ
デ
ミ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
主
催
の
「
京
都
ア
カ
デ

ミ
ア
ウ
ィ
ー
ク
」
で
の
講
演
な
ど
を
行
っ
た
。
ま
た
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
音
楽
学
部
と
の
共
同
研
究

（「
イ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の

能
」）

や
上
海
音
楽
学
院
の
研
究
者
を
招
い
た
講
演
会
の
開
催
な
ど
、

国
内
外
の
研
究
機
関
等
と
の
交
流
・
連
携
を
深
め
た
。
 

 
公

益
財

団
法

人
京

都
市
音

楽
芸
術

文
化

振
興

財
団

と
は
連
携

協
定
を

締
結

し
、

京
都

市
交
響
楽

団
の

演
奏

会
へ

の
学

生
出

演
や
京

都
市
交

響
楽

団
か

ら
の

依
頼
に
よ

り
作
編

曲
を

行
う

な
ど

、
学
生
に

対
し

Ⅳ
 

Ⅳ
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て
実
践
的
な
学
び
の
場
を
提
供
し
た
。
加
え
て
、
京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
と
の
共
働
に
よ
り
、
本
学
の

新
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
及
び
文
化
庁
京
都
移
転
を
記
念
し
た
「
K
y
ot
o 

Mu
s
ic
 
Ca
ra
va
n 

2
02
3
」
を
開
催

し
、
本
学
の
新
旧
キ
ャ
ン
パ
ス
を
含
む
京
都
市
内

1
1
区
の
名
所
や
観
光
地
等
で
、
在
学
生
や
卒
業
生
等

に
よ
る
無
料
コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
 

  
（
N
o.
9
再
掲
）
日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成

2
9
年
に
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

と
締
結
し
た
「
学
術
交
流
・
協
力
に
関
す
る
基
本
協
定
」
を
更
新
し
、
同
セ
ン
タ
ー
の
研
究
者
を
招
い
た

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。
ま
た
、
展
観
に
つ
い
て
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
、
香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
西

尾
市
岩
瀬
文
庫
、
石
水
博
物
館
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
、
東
京
大
学
教
養
学
部
な
ど
多
数
の
資
料
所
蔵

機
関
の
協
力
を
得
て
、
約

1
00

点
の
資
料
展
示
を
行
っ
た
。
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
音
楽
学
部
と
の
共

同
研
究
（「

イ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
能
」）

や
、
上
海
音
楽
学
院
の
研
究
者
を
招
い
た
講
演
会
の
開

催
な
ど
、
国
内
外
の
研
究
機
関
等
と
の
交
流
・
連
携
を
深
め
た
。
 

1
3 

イ
 
産
学
連

携
の
推

進
に
係

る
取
組
 

研
究
事
業

の
受
託

を
通
じ

て
企
業

等
と
連

携
す
る
こ

と
に
よ
り
、
教

育
研
究

の
成
果
を

社
会
に
発

信
す
る
と
と
も

に
、
伝

統
産
業
を

は
じ
め
と

す
る
地
域
の
産

業
発
展

に
貢
献
す

る
。
 

京
都

市
内

外
の

企
業

等
か
ら
依

頼
さ

れ
る

作
品

や
デ

ザ
イ

ン
等
の

様
々

な
受

託
事

業
に

取
り

組
ん
だ

ほ
か
、
株
式
会
社
手
塚
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
と
の
研
究
・
教
育
・
事
業
の
推
進
に
関
す
る
連
携
協
定
や
、
株

式
会

社
堀

場
製

作
所

と
移
転

を
契
機

と
し

た
本

学
の

教
育
研
究

環
境
の

充
実

等
に

関
す

る
連
携
協

定
を

締
結
す
る
な
ど
、
産
学
連
携
を
推
進
し
た
。
 

 ＜
主
な
実
績
＞
 

・
 
株
式
会
社
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
等
と
の
期
間
限
定
コ
ラ
ボ
シ
ョ
ッ
プ
の
展
開
（
平
成

30
年
度
、
令
和
 

元
年
度
）
 

・
 
祇
園
祭
う
ち
わ
デ
ザ
イ
ン
（
平
成

3
0
年
度
、
令
和
元
年
度
、
令
和

4
～
5
年
度
）
 

・
 
株
式
会
社
ミ
ル
ボ
ン
ワ
ー
ク
ウ
エ
ア
の
デ
ザ
イ
ン
（
平
成

3
0
年
度
）
 

・
 
京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
装
飾
（
平
成

3
0
年
度
～
令
和

3
年
度
）
 

・
 
地
下
鉄
北
山
駅
ア
ー
ト
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
作
品
制
作
（
平
成

3
0
年
度
～
令
和

5
年
度
）
 

・
 
四
条
通
地
上
機
器
美
装
化
事
業
（
平
成

3
0
年
度
）
 

・
 
大
阪
国
際
空
港
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
お
お
ぞ
ら
展
（
令
和
元
年
度
）
 

・
 
下
京
区
誕
生

1
40

周
年
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
制
作
（
令
和
元
年
度
）
 

・
 
京
都
市
動
物
園
来
援
記
念
ス
タ
ン
プ
等
の
デ
ザ
イ
ン
（
令
和
元
年
度
、
2
年
度
）
 

・
 
京
都
信
用
保
証
協
会
オ
フ
ィ
ス
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
作
品
展
示
（
令
和
元
年
度
～
5
年
度
）
 

・
 
西
武
園
ゆ
う
え
ん
ち
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
係
る
空
間
演
出
及
び
グ
ッ
ズ
デ
ザ
イ
ン
 

Ⅳ
 

Ⅳ
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等
の
提
案
（
令
和

2
年
度
）
 

・
 
電
通
「
a
r
t 
KY
OT
O 
20
20
」
関
連
企
画
展
「
a
 
li
na
ge
」（

令
和

2
年
度
）
 

・
 
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
作
品
展
示
（
令
和

2
年
度
）
 

・
 
京
都
物
産
出
品
協
会
、
セ
ブ
ン
-
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
敬
老
の
日
ギ
フ
ト
ア
イ
デ
ア
提
案
と
そ
 

の
商
品
化
（
令
和

3
年
度
）
 

・
 
京
都
駅
ビ
ル
東
広
場
で
の
作
品
展
示
（
令
和
元
年
度
、
令
和

3
年
度
、
令
和

5
年
度
）
 

・
 
J
R
西
日
本
伊
勢
丹
の
創
業
祭
メ
イ
ン
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
（
令
和

4
年
度
）
 

・
 
日
本
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
ト
レ
イ
マ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ン
（
令
和

4
年
度
）
 

・
 
京
都
駅
ビ
ル
 
駅
ピ
ア
ノ
マ
ン
ス
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
（
令
和

4～
5
年
度
）
 

・
 
ケ
ア
し
あ
う
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
事
業
 
盲
ろ
う
者
と
の
美
術
鑑
賞
・
成
果
展
示
（
令
和

4
年

1
1
月
 

～
令
和

5
年

5
月
）
 

・
 
髙
島
屋
京
都
店
「
T
8
」
開
業
記
念
オ
リ
ジ
ナ
ル
ビ
ニ
ー
ル
バ
ッ
グ
デ
ザ
イ
ン
（
令
和

5
年
度
）
 

・
 
レ
ク
サ
ス
西
大
路
店
作
品
展
示
（
令
和

5
年
度
）
 
 
 
 
 
等
 

1
4 

ウ
 
地
域
連

携
の
推

進
に
係

る
取
組
 

地
域

の
各

種
団

体
等

と
の

連
携

を
推

進

し
、
大
学

の
資
源
や
教
育

研
究
の

成
果
を
地

域
に
発
信

す
る
こ
と
に
よ

り
、
芸

術
文
化
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
す
る
。
 

西
京
区
・
洛
西
地
域
で
は
、
境
谷
小
学
校
で
の
レ
ジ
デ
ン
ス
事
業
の
実
施
や
桂
坂
小
学
校
で
の
カ
ザ
ラ

ッ
カ
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
、
西
文
化
会
館
で
の
演
奏
会
の
開
催
、
西
京
区
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
へ
の
参
加
を

行
っ
た
。
 

移
転
先
の
下
京
区
・
崇
仁
地
域
で

は
、
下
京
渉
成
小
学
校
で
の
レ
ジ
デ
ン
ス
事
業
の
実
施
や
元
崇
仁
小

学
校
で
の
本
学
出
身
者
の
個
展
開
催
、
移
転
整
備
プ
レ
事
業
の
開
催
、
崇
仁
文
化
祭
へ
の
作
品
出
品
、
日

本
伝

統
音

楽
研

究
セ

ン
タ
ー

に
よ
る

崇
仁

祭
囃

子
の

伝
承
に
関

す
る
取

組
、

芸
術

資
源

研
究
セ
ン

タ
ー

に
よ

る
崇

仁
小

学
校

の
記
憶

と
記
録

を
継

承
す

る
プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
実

施
な

ど
、

地
域

と
の
連
携

事
業

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。
ま
た
、
崇
仁
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
参
加
し
、
崇
仁
学
区
を
含
む
下
京
区

渉
成

5
学
区
の
代
表
者
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
 

加
え
て
、
移
転
先
及
び
そ
の
周
辺
地
域
で
あ
る
下
京
区
や
南
区
と
も
連
携
し
、
下
京

1
40

周
年
記
念

事
業
の
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
制
作
や
下
京
区
ふ
れ
愛
ひ
ろ
ば
で
の
演
奏
、
下
京
・
南
ま
ち
な
か
ア
ー
ト
で

の
作
品
展
示
な
ど
に
も
参
加
し
た
。
 

そ
の
ほ
か
、
柳
原
銀
行
記
念
資
料
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
生
き
と
し
い
け

る
も
の
の
た
め
の
未
来
に
向
け
て
」（

主
催
：
京
都
市
／
共
催
：
京
都

市
立
芸
術
大
学
）
で
は
、
ア
ー
テ

ィ
ス

ト
の

ジ
ェ

ン
・

ボ
ー
氏

に
よ
る

基
調

講
演

等
を

実
施
し
、

本
学
教

員
も

司
会

と
し

て
参
加
す

る
な

ど
、
地
域
と
の
連
携
強
化
に
資
す
る
各
種
取
組
を
推
進
し
た
。
 

Ⅲ
 

Ⅳ
 

移
転

前
か

ら
崇

仁
地

域
で

イ

ベ
ン
ト
等
を
実
施
し
、
祭
り
へ
の

参
加

や
移

転
オ

ー
プ

ニ
ン

グ
セ

レ
モ

ニ
ー

で
の

お
囃

子
演

奏
な

ど
多
く
の
実
績
が
あ
る
。
ま
た
、

多
く

の
学

生
が

地
域

の
方

と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
積

極
的
に
関
わ
り
を
持
っ
て
お
り
、

地
域

の
方

に
も

喜
ば

れ
て

い
る

点
が
評
価
で
き
る
。
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中 期 目 標 

第
１
 
大
学
の
教
育

研
究
等

の
質
の

向
上
に
関

す
る
目

標
 

３
 
そ
の
他

の
目
標
 

⑶
 
 

国
際
化
の

推
進
に

関
す
る

目
標
 

国
際
的
に
活
躍
で
き
る
創
造
的
な
人
を
輩
出
す
る
た
め
、
海
外
の
芸
術
大
学
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
等
と
の
交
流
・
連
携
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
学
生

の
海
外
留
学
や
留
学
生
の
受
入
れ
に
関
す
る
支
援
等
の
充
実
に
努
め
る
。

 

 

中 期 計 画 

第
１
 
大
学
の
教
育

研
究
等

の
質
の

向
上
に
関

す
る
目

標
を
達

成
す
る

た
め
に
と

る
べ
き

措
置
 

３
 
そ
の
他

の
目
標

を
達
成

す
る
た

め
の
措
置
 

⑷
 
 

国
際
化
の

推
進
に

関
す
る

目
標
を

達
成
す
る

た
め
の

措
置
 

 

№
 

中
期
計
画
 

第
2
期
中
期
計
画
の
取
組
実
績
 

自
己
 

評
価
 

評
価
委
員
会
に
よ
る
評
価
 

評
価
 

意
見
 

1
5 

ア
 
国
際
交

流
の
充

実
に
向

け
た
取

組
 

交
流
協
定

締
結
校

を
は
じ

め
、
海

外
の
優

れ
た

大
学

と
の

活
発

な
連

携
に

よ
る

教
員

間
・
学
生

間
の
交
流
の
充

実
や
、

海
外
ア
ー

テ
ィ
ス
ト

の
招
聘
等
を
通

じ
て
本

学
の
国
際

化
を
促
進
す
る
。
 

令
和

2
年
度
に
、
5
年
間
に
渡
る
方
針
と
な
る
「
京
都
市
立
芸
術
大
学
国
際
化
方
針

2
02
0
」
を
策
定

し
、
国
際
交
流
の
充
実
に
向
け
た
基
礎
を
固
め
る
と
と
も
に
、
京
都
市
の
「
京
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
促
進
事

業
」
に
よ
る
補
助
金
を
獲
得
し
て
、
各
種
国
際
化
推
進
事
業
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
国
際
交
流
ウ
ェ
ブ

サ

イ
ト
を
作
成
し
、
協
定
校
と
の
交
流
成
果
に
関
す
る
ア
ー
カ
イ
ブ
を
掲
載
し
た
ほ
か
、
国
際
交
流
の
取
組

や
京
都
市
内
の
芸
術
系
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
情
報
発
信
を
行
っ
た
。
 

芸
術

資
源

研
究

セ
ン

タ
ー
の
重

点
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

し
て
立

ち
上

げ
た

「
京

都
芸

大
国

際
交
流

ア
ー
カ
イ
ブ
」
で
は
、
本
学
在
学
中
に
交
換
留
学
制
度
を
利
用
し
海
外
で
学
ん
だ
経
験
を
持
つ
修
了
生
を

招
き

、
現

在
の

キ
ャ

リ
ア
と

留
学
経

験
に

つ
い

て
講

演
及
び
意

見
交
換

を
行

う
イ

ベ
ン

ト
な
ど
を

開
催

し
た
。
ま
た
、
ポ
ズ
ナ
ニ
芸
術
大
学
や
プ
ラ
ハ
芸
術
ア
カ
デ
ミ
ー
、
山
東
大
学
芸
術
学
院
等
と
交
流
協
定

を
締
結
し
た
ほ
か
、
国
際
的
に
活
躍
す
る
講
師
を
招
聘
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
実
施
も
含
め
た
特
別
授
業

の
実
施
、
留
学
生
に
よ
る
成
果
発
表
の
場
や
留
学
生
と
日
本
人
学
生
と
の
交
流
の
場
と
し
て
の
「
留
学
生

展
」
の
開
催
な
ど
、
国
際
交
流
の
充
実
に
努
め
た
。
 

令
和

2
年
度
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
海
外
と
の
移
動
そ
の
も
の
が
制

限
さ
れ
る
な
ど
、
国
際
交
流
が
困
難
な
状
況
が
続
い
た
が
、
国
際
的
に
活
躍
す
る
講
師
を
招
聘
し
、
オ
ン

ラ
イ

ン
で

の
配

信
も

含
め
て

特
別
授

業
を

実
施

す
る

な
ど
し
て

、
国
際

化
の

推
進

に
取

り
組
ん
だ

。
ま

た
、「

ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
へ
の
支
援

」
の
一
環
と
し
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
学
生
に
対
し
て
特
別
に
入
学
を

許
可
す
る
と
と
も
に
、
学
生
た
ち
と
国
際
的
な
情
勢
を
考
え
る
機
会
と
し
た
。
 

 

Ⅳ
 

Ⅳ
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＜
特
別
授
業
の
主
な
実
績
＞
 

美
術

 

・
 
コ
・
メ
イ
テ
ツ
氏
（
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
古
代
壁
画
群
の
調
査
研
究
方
法
等
、
令
和
元
年
度
）
 

・
 
羽
田
康
一
氏
（
ギ
リ
シ
ア
の
ブ
ロ
ン
ズ
蝋
型
鋳
造
法
と
そ
の
技
術
、
令
和
元
年
度
）
 

・
 
小
椋
彩
氏
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
作
家
オ
ル
ガ
・
ト
カ
ル
チ
ュ
ク
の
文
学
、
令
和

3
年
度
）
 

・
 
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
シ
ュ
リ
グ
リ
ー
氏
（
近
年
の
自
作
品
、
令
和

3
年
度
）
 

・
 
馬
強
氏
（
敦
煌
研
究
院
美
術
所
に
お
け
る
石
窟
壁
画
研
究
に
つ
い
て
、
令
和

4
年
度
／
オ
ン
ラ
 

イ
ン
）
 

・
 
田
中
功
起
氏
（
異
な
る
条
件
を
持
っ
た
人
々
が
「
共
に
生
き
る
こ
と
」
の
可
能
性
や
限
界
に
つ
い
 

て
、
令
和

4
年
度
）
 

・
 
橋
本
千
毅
氏
（
技
術
や
材
料
の
観
点
か
ら
幅
広
い
専
門
領
域
の
可
能
性
に
つ
い
て
の
考
察
、
令
和
 

4
年
度
）
 

・
 
高
橋
洋
介
氏
（
超
人
間
中
心
主
義
と
芸
術
に
つ
い
て
、
令
和

5
年
度
／
オ
ン
ラ
イ
ン
・
対
面
）
 

・
 
荒
川
医
氏
（
H
O
W 
to
 T
EA
CH
 A
R
T?
、
令
和

5
年
度
／
オ
ン
ラ
イ
ン
・
対
面
）
 
 
 
等
 

音
楽

 

・
 
ハ
ン
ス
ィ
エ
ル
ク
・
シ
ェ
レ
ン
ベ
ル
ガ
客
員
教
授
（
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス
等
、
平
成
 

3
0
年
度
、
令
和
元
年
度
）
 

・
 
イ
ン
ゴ
マ
ー
ル
・
ラ
イ
ナ
ー

氏
、
ジ
ョ
セ
リ
ン
・
ラ
イ
ナ
ー
氏
（

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
マ
ス
タ
ー
ク
ラ

 

ス
等
、
平
成

3
0
年
度
、
令
和
元
年
度
）
 

・
 
パ
ス
カ
ル
・
ド
ゥ
ヴ
ァ
イ
ヨ

ン
客
員
教
授
（
ピ
ア
ノ
マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス
、
令
和

2
年
度
、
令
和

3 

年
度
）
 

・
 
佐
渡
裕
氏
（
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
特
別
授
業
、
令
和

3
年
度
）
 

・
 
ギ
リ
ア
ー
ド
・
ミ
シ
ョ
リ
ー
氏
（
ピ
ア
ノ
マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス
、
令
和

4
年
度
）
 

・
 
シ
ル
ヴ
ァ
ン
・
カ
ン
ル
ブ
ラ
ン
氏
（
フ
ル
ー
ト
マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス
、
令
和

4
年
度
）
 

・
 
ニ
ハ
ン
・
ア
タ
レ
イ
氏
（
フ
ル
ー
ト
マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス
、
令
和

4
年
度
）
 

・
 
マ
リ
オ
ン
・
ト
ロ
イ
ペ
ル
＝
フ
ラ
ン
ク
氏
（
フ
ル
ー
ト
公
開
レ
ッ
ス
ン
、
令
和

5
年
度
）
 

・
 
ア
ラ
ン
・
ゴ
ー
サ
ン
氏
（
マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス
、
令
和

5
年
度
）
 
 
等
 

1
6 

イ
 
留
学
支

援
の
た

め
の
取

組
 

協
定
校
へ

の
派
遣

留
学
を

は
じ
め

、
学
生

が
海
外
留

学
を
通
し
て
学

び
成
長

す
る
機
会

海
外
留
学
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
「
海
外
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
や
「
危

機
管
理
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
（
平

成
3
0
年
度
～
令
和
元
年
度
）
し
た
ほ
か
、
派
遣
留
学
生
に
対
し
て
危
機
管
理
や
渡
航
・
現
地
で
の
生
活

に
関
す
る
情
報
提
供
や
支
援
（
令
和

2
年
度
～
5
年
度
）
を
行
い
、
渡
航
先
で
の
円
滑
な
生
活
の
立
上
げ

Ⅳ
 

Ⅳ
 

留
学
生
の
受
入
数
に
つ
い
て
、

第
１

期
で

は
６

年
間

で
平

均
４

１
名
だ
っ
た
が
、
第
２
期
は
６
年
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を
提
供
し
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
 

ま
た
、
留

学
生
の

学
び
の

充
実
と

日
本
で

の
生
活
上

の
安
心
安
全
を

確
保
す

る
た
め
、

学
外
機
関

と
協
力
し
て
留

学
生
の

サ
ポ
ー
ト

体
制
を
強
化
す
る
。
 

に
繋
げ
た
。
ま
た
、
学
生
の
交
換
留
学
へ
の
関
心
を
高
め
る
た
め
、
交
換
留
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
交
換
留
学

帰
国
報
告
会
を
開
催
し
た
。
 

受
入
留
学
生
に
対
し
て
は
、
各
種
保
険
加
入
や
住
宅
に
関
す
る
生
活
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
開
催
な
ど
、
日
本

で
の
暮
ら
し
に
関
す
る
情
報
提
供
や
、
日
本
語
講
座
の
開
催
に
よ
る
修
学
支
援
な
ど
を
実
施
し
た
。
 

結
果
、
第

2
期
中
期
計
画
期
間
中
の
平
均
受
入
人
数
は

5
6
人
と
、
第

1
期
中
期
計
画
期
間
の
平
均

41

人
か
ら
大
幅
に
増
加
し
た
。
 

間
で

平
均

５
６

名
と

な
っ

て
お

り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
受
入

数
が

増
加

し
て

い
る

点
が

評
価

で
き
る
。
 

  

第
２
 

業
務
運

営
の

改
善
及

び
効

率
化
に

関
す

る
目
標

 

評
定
 

評
価
委
員
会
か
ら
の
意
見
 

A 
中
期
目
標
・
中
期
計
画
の
達
成
状
況
が
良
好
で
あ
る

 

 

中 期 目 標 

第
２
 
業
務
運
営
の

改
善
及

び
効
率

化
に
関
す

る
目
標
 

１
 
組
織
の

見
直
し

と
経
営

の
効
率

化
に
関
す

る
目
標
 

教
育
研
究
上
の
課
題
や
キ
ャ
ン
パ
ス
の
全
面
移
転
、
社
会
状
況
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
適
宜
組
織
や
規
程
、
業
務
の
見
直
し
及
び
効
率
化
に
よ

り
、
大
学
運
営
の
改
善
を
図
る
。

 

 

中 期 計 画 

第
２
 
業
務
運
営
の

改
善
及

び
効
率

化
に
関
す

る
目
標

を
達
成

す
る
た

め
に
と
る

べ
き
措

置
 

１
 
組
織
の

見
直
し

と
経
営

の
効
率

化
に
関
す

る
目
標

を
達
成

す
る
た

め
の
取
組
 

 

№
 

中
期
計
画
 

第
2
期
中
期
計
画
の
取
組
実
績
 

自
己
 

評
価
 

評
価
委
員
会
に
よ
る
評
価
 

評
価
 

意
見
 

1
7 

教
育
内
容

、
教
育

方
法
及

び
カ
リ

キ
ュ
ラ

ム
編
成
へ

の
的
確
な
対
応

は
も
と

よ
り
、
大

学
を
取
り

巻
く
社
会
環
境

の
変
化

や
全
学
的

な
課
題
に

対
応
す
る
た
め

、
理
事

会
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ

プ
の
下
、
組
織

の
枠
を

超
え
た
全

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感
染
症

の
感

染
拡

大
や

大
学

の
名

称
に
関

す
る

訴
訟

な
ど

大
き

な
課

題
が
生

じ
た
が
、
理
事
長
を
中
心
と
す
る
理
事
会
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
適
切
な
対
応
を
行
っ
て
き
た
。
特

に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
対
し
て
は
、
保
健
・
衛
生
上
の
危
機
に
位
置
づ
け
、

理
事
長
を
本
部
長
と
す
る
危
機
管
理
本
部
会
議
（
理
事
長
、
副
理
事

長
、
理
事
、
副
学
長
、
部
局
長
で

構

成
）
を
適
時
開
催
し
、
市
中
の
感
染
拡
大
状
況
や
本
学
の
感
染
者
の
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
て
本
学
の
方
針

Ⅲ
 

Ⅲ
 

大
学

の
名

称
に

関
す

る
訴

訟

に
つ
い
て
、
適
切
に
対
応
し
、
和

解
に

お
い

て
通

称
の

独
占

使
用

が
認

め
ら

れ
た

点
は

大
き

な
成

果
で
あ
り
、
評
価
で
き
る
。
芸
術
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学
的
な
視

点
か
ら
、
適
宜

、
組
織

の
再
編
や

学
内
資
源

の
再
配
分
な
ど

、
計
画

的
、
機
動

的
な
組
織
運
営
を
行
う
。
 

ま
た
、
常

に
業
務

の
見
直

し
を
行

い
、
効

率
的

か
つ

合
理

的
な

事
務

執
行

を
推

進
す

る
。
 

や
対
策
を
決
定
す
る
な
ど
の
対
応
を
進
め
、
学
生
・
教
職
員
の
感
染
者
数
を
低
く
抑
え
る
と
と
も
に
、
実

技
授
業
の
対
面
で
の
実
施
を
令
和

2
年
度
後
期
か
ら
再
開
す
る
な
ど
、
速
や
か
に
対
応
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
 

ま
た
、「

教
職
課
程
検
討
委
員
会
」（

令
和
元
年
度
）、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
室
」
／
「
移

転
準
備
室
」
／
「
移
転
寄
附
推
進
委
員
会
」（

令
和

2
年
度
）、
「
部
局

長
会
議
」
／
「
広
報
強
化
リ
ー
ダ

ー
」（

令
和

3
年
度
）
を
設
置
す
る
な
ど
、
社
会
環
境
の
変
化
や
全
学
的
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
組

織
運
営
を
行
っ
た
。
 

当
初
、
感
染
防
止
対
策
と
し
て
導
入
し
た
会
議
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
経
常
的
に
運
用
す
る
な
ど
、
情
報

基
盤
シ
ス
テ
ム
と
し
て
導
入
し
て
い
た

G
oo
gl
e 
W
or
ks
pa
ce

を
積
極
的
に
活
用
し
、
チ
ャ
ッ
ト
機
能
等

の
活
用
や

V
PN

機
能
を
整
備
し
た
パ
ソ
コ
ン
の
貸
与
に
よ
る
在
宅
勤
務
の
推
進
な
ど
、
感
染
防
止
対
策

と
業
務
の
効
率
化
を
同
時
に
推
進
し
た
。
 

新
キ

ャ
ン

パ
ス

移
転

後
は
こ
れ

ま
で

サ
テ

ラ
イ

ト
施

設
と

し
て
堀

川
御

池
に

設
置

し
て

い
た

ギ
ャ
ラ

リ
ー
＠
K
C
UA

が
同
一
敷
地
内
と
な
る
こ
と
か
ら
、
他
の
附
属
施
設
等
と
の
今
後
の
連
携
強
化
を
見
据
え
、

新
た
な
部
局
長
と
し
て
ギ
ャ
ラ
リ
ー
＠
K
C
UA

長
を
設
置
し
た
。
ま
た
、
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
を
機
に
、
よ

り
一

層
地

域
連

携
や

社
会
貢

献
を
果

た
し

て
い

く
た

め
、
理
事

会
や
次

期
中

期
計

画
検

討
委
員
会

等
に

お
い
て
、
組
織
体
制
の
整
備
強
化
に
向
け
た
検
討
を
行
っ
た
。
 

大
学

で
は

特
に

知
的

財
産

権
は

重
要
な
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
契

機
と
し
て
、
大
学
と
し
て
成
果
物

の
知

的
財

産
権

を
ど

の
よ

う
に

守
る
か
、
ま
た
は
許
諾
し
て
ビ
ジ

ネ
ス
に
つ
な
げ
る
な
ど
、
今
後
更

に
考
え
、
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
。
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中 期 目 標 

第
２
 
業
務
運
営
の

改
善
及

び
効
率

化
に
関
す

る
目
標
 

２
 
組
織
力

の
向
上

に
関
す

る
目
標
 

大
学
の
理
念
、
目
標
を
踏
ま
え
た
高
度
な
教
育
研
究
活
動
や
大
学
の
戦
略
的
か
つ
安
定
的
な
運
営
を
支
え
る
た
め
、
教
職
員
の
意
欲
・
資
質
の
向
上

も
含
め
た
組
織
力
の
向
上
を
図
る
。

 

 

中 期 計 画 

第
２
 
業
務
運
営
の

改
善
及

び
効
率

化
に
関
す

る
目
標
 

２
 
組
織
力

の
向
上

に
関
す

る
目
標

を
達
成
す

る
た
め

の
取
組
 

 

№
 

中
期
計
画
 

第
2
期
中
期
計
画
の
取
組
実
績
 

自
己
 

評
価
 

評
価
委
員
会
に
よ
る
評
価
 

評
価
 

意
見
 

1
8 

大
学
の
理

念
に
基

づ
く
教

育
研
究

活
動
及

び
運
営
を

支
え
る
た
め
、

人
事
制

度
等
に
つ

い
て
必
要
な
見
直
し
を
図
る
。
 

ま
た
、
中

長
期
的

な
展
望

に
立
っ

た
人
材

の
採
用
・

育
成
を
通
じ
て

、
教
職

員
個
々
の

意
欲
・
能

力
を
高
め
、
組

織
力
の

向
上
に
繋

げ
る
。
 

多
様

な
教

育
研

究
や

業
務
に
応

じ
た

人
員

体
制

の
整

備
を

目
的
と

し
て

、
美

術
学

部
に

お
い

て
専
攻

へ
の

専
任

教
員

の
配

分
数
の

見
直
し

や
特

任
教

員
の

活
用
を
行

っ
た
ほ

か
、

学
部

教
育

等
に
お
け

る
き

め
細
か
な
指
導
や
学
術
研
究
等
の
効
果
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
及

び

リ
サ
ー
チ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
制
度
を
新
設
・
採
用
し
た
。
 

ま
た
、
美
術
学
部
・
研
究
科
に
お
い
て
、
専
任
教
員
に
占
め
る
女
性
教
員
の
割
合
が

4
0
％
以
上
と
な

る
こ
と
を
目
指
す
と
い
う
本
学
の
人
事
方
針
に
基
づ
き
、
令
和

2
年
度
に
「
専
任
教
員
採
用
人
事
に
お

け
る
女
性
教
員
採
用
に
か
か
る
ポ
リ
シ
ー
」
を
策
定
し
、
こ
れ
に
沿
っ
た
採
用
を
実
施
し
て
い
る
。
 

事
務
局
職
員
に
つ
い
て
は
、
中
長
期
的
に
人
材
を
育
成
し
て
い
く
た
め
、
プ
ロ
パ
ー
職
員
を
新
た
に
計

1
3
名
採
用
し
た
ほ
か
、
専
門
的
な
知
識
・
技
能
が
必
要
な
特
定
の
業
務
に
従
事
す
る
「
特
定
業
務
職
員
」

を
創
設
し
、
計

3
名
を
採
用
し
た
。
 

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
を
契
機
と
し
て
、
在
宅
勤
務
や
時
差
出
勤
を
奨
励
し

た
ほ
か
、
振
替
休
日
制
度
の
運
用
を
開
始
し
、
多
様
な
働
き
方
の
実
現
に
向
け
た
取
組
を
進
め
た
ほ
か
、

妊
娠
・
出
産
・
育
児
等
と
仕
事
の
両
立
を
支
援
す
る
た
め
の
制
度
等
に
つ
い
て
も
、
取
得
要
件
の
緩
和
や

取
得
日
数
の
拡
大
等
の
見
直
し
を
行
っ
た
。
 

そ
の
ほ
か
、
動
画
配
信
な
ど
実
施
方
法
を
工
夫
し
な
が
ら
、
学
内
研
修
や
外
部
講
師
に
よ
る
研
修
を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

学
外
研

修
（
外

部
機

関
が

実
施

す
る
講
座

等
）
に

つ
い

て
も

積
極

的
に
周
知

を
行

い
、
教
職
員
の
意
欲
・
能
力
の
向
上
に
取
り
組
ん
だ
。
 

Ⅲ
 

Ⅲ
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第
３
 

財
務
内

容
の

改
善
に

関
す

る
目
標

 

評
定
 

評
価
委
員
会
か
ら
の
意
見
 

A 
中
期
目
標
・
中
期
計
画
の
達
成
状
況
が
良
好
で
あ
る

 

 

中 期 目 標 

第
３
 
財
務
内
容
の

改
善
に

関
す
る

目
標
 

１
 
外
部
資

金
そ
の

他
の
自

己
収
入

の
増
加
に

関
す
る

目
標
 

自
由
で
独
創
的
な
教
育
研
究
環
境
の
充
実
を
図
る
た
め
、
外
部
資
金
の
獲
得
に
努
め
、
大
学
の
財
政
基
盤
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
寄
附
金
の
募
集

な
ど
、
大
学
の
移
転
も
見
据
え
た
取
組
を
推
進
す
る
。
 

 

中 期 計 画 

第
３
 
財
務
内
容
の

改
善
に

関
す
る

目
標
を
達

成
す
る

た
め
に

取
る
べ

き
措
置
 

１
 
外
部
資

金
そ
の

他
の
自

己
収
入

の
増
加
に

関
す
る

目
標
を

達
成
す

る
た
め
の

措
置
 

 

№
 

中
期
計
画
 

第
2
期
中
期
計
画
の
取
組
実
績
 

自
己
 

評
価
 

評
価
委
員
会
に
よ
る
評
価
 

評
価
 

意
見
 

1
9 

法
人
運
営

の
安
定

性
と
自

律
性
を

確
保
す

る
た
め
、

外
部
研
究
資
金

や
寄
附

金
等
自
己

収
入
の
増

加
に
向
け
た
取

り
組
み

を
強
化
す

る
。
 

【
数
値
目
標
⑤
】
 

寄
附
金
等
の
獲
得
件

数
 
1
,
5
00

件
（
6

年

間
）
 

「
京
芸
友
の
会
」
で
は
、
在
学
生
の
家
族
や
卒
業
生
な
ど
の
個
人
を
中
心
に
、「

未
来
の
芸
術
家
支
援

の
れ
ん
百
人
衆
」
で
は
企
業
を
中
心
に
、
寄
附
金
の
獲
得
に
取
り
組
ん
だ
。
ま
た
、
未
来
の
芸
術
家
支

援

の
れ
ん
百
人
衆
で
は
、
支
援
者
と
支
援
を
受
け
た
学
生
・
専
攻
教
員
と
の
交
流
の
場
と
し
て
、
成
果
報
告

会
の
開
催
や
作
品
展
・
定
期
演
奏

会
等
へ
の
支
援
者
の
招
待
な
ど
、
更
な
る
支
援
の
輪
の
拡
大
に
取
り
組

ん
だ
。
 

キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
に
伴
い
、
新
た
な
教
育
研
究
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
令
和

2
年
度
に
立
ち
上
げ

た
「
移
転
整
備
募
金
」
に
つ
い
て
、
大
学
と
関
係
の
あ
る
京
都
の
企
業
を
は
じ
め
幅
広
く
企
業
・
団
体
等

法
人
へ
の
寄
附
の
働
き
か
け
を
行
っ
た
。
令
和

3
年
度
か
ら
は
原
則
と
し
て
寄
附
金
獲
得
は
「
移
転
整

備
募
金
」
に
集
中
す
る
こ
と
と
し
、
過
去
に
寄
附
を
い
た
だ
い
た
方
、
同
窓
会
、
後
援
会
、
名
誉
教
授

な

ど
に
対
し
て
、
広
く
趣
意
書
を
送
付
し
た
。
ま
た
、
大
学
主
催
の
演
奏
会
等
で
募
金
箱
や
パ
ー
ス
図
を
設

置
し
、
移
転
を
周
知
す
る
と
と
も
に
積
極
的
に
寄
附
金
の
獲
得
を
図
っ
た
。
同
時
に
、「

移
転
寄
附
推
進

委
員
会
」
を
毎
月
開
催
し
て
部
局
長
間
で
寄
附
金
の
状
況
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
寄
附
金
獲
得
の
た
め

の
方
策
を
議
論
す
る
な
ど
、
全
学
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
だ
結
果
、
目
標
額
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

寄
附
金
等
の
数
値
目
標
と
し
て
設
定
し
た
累
計

1
,5
00

件
も
大
幅
に
上
回
り
、
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き

Ⅳ
 

Ⅳ
 

移
転

に
伴

い
立

ち
上

げ
た

移

転
整
備
募
金
に
つ
い
て
、
目
標
額

を
達
成
し
、
１
６
億
円
も
の
多
く

の
寄
付
を
集
め
ら
れ
た
こ
と
は
、

法
人
の
努
力
の
賜
物
で
あ
り
、
評

価
で
き
る
。
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た
。
 

寄
附
金
以
外
の
外
部
資
金
の
獲
得
で
は
、
毎
年
度
、
産
学
連
携
の
取
組
に
伴
う
受
託
研
究
事
業
費
や
ギ

ャ
ラ
リ
ー
@
K
CU
A
の
展
覧
会
へ
の
助
成
金
の
獲
得
な
ど
に
も
、
期
間
中
、
継
続
し
て
積
極
的
に
取
り
組
ん

だ
。
 

＜
外
部
資
金
獲
得
の
主
な
実
績
＞
 

・
 
四
条
通
地
上
機
器
美
装
化
事
業
（
4
,
83
1
千
円
、
平
成

30
年
度
）
 

・
 
株
式
会
社
ミ
ル
ボ
ン
ワ
ー
ク
ウ
エ
ア
制
作
（
1
,
80
0
千
円
、
平
成

3
0
年
度
）
 

・
 
「
状
況
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
」（

文
化
庁
「
大
学
に
お
け
る
文
化
芸
術
推
進
事
業
」）
（
1
6
,
25
8
 

千
円
、
平
成

3
0
年
度
）
 

・
 
ジ
ョ
ー
ン
・
ジ
ョ
ナ
ス
個
展
「
F
iv
e 
R
oo
ms
 F
or
 K
y
ot
o:
19
72
-2
0
19
」（

稲
盛
財
団
）（

12
,1
00
 

千
円
、
令
和
元
年
度
）
 

・
 
「
聞
こ
え
な
い
を
聴
く
、
見
え
な
い
を
視
る
～
未
知
を
開
く
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
育
成
事
業
」（

文
 

化
庁
）（

1
6
,
00
0
千
円
、
令
和
元
年
度
）
 

・
 
下
京
区

1
40

周
年
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
制
作
（
1
,
00
0
千
円
、
令
和
元
年
度
）
 

・
 
グ
ス
タ
フ
ソ
ン
&
ハ
ー
ポ
ヤ
『
つ
ぼ
み
の
本
―
地
球
に
生
き
る
た
め
の
提
案
』（

2
,
6
26

千
円
、
令
 

和
2
年
度
）
 

・
 
京
都
駅
ビ
ル
開
発
東
広
場
で
の
作
品
展
示
（
1
,
00
0
千
円
、
令
和

3
年
～
5
年
度
）
 

・
 
「
聞
こ
え
な
い
を
聴
く
・
見
え
な
い
を
視
る
 
C
A
SE
-3
 
霧
の
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
」
(
文
化
庁
) 

(
1
3,
90
0
千
円
、
令
和

3
年
度
) 

・
 
展
覧
会
「
フ
ェ
ム
ケ
・
ヘ
レ
フ
ラ
ー
フ
ェ
ン
展
」（

1
,
8
00

千
円
、
令
和

4
年
度
）
 

・
 
京
都
信
用
金
庫

2
02
4
年
度
カ
レ
ン
ダ
ー
原
画
制
作
（
1
,
00
0
千
円
、
令
和

5
年
度
）
 

・
 
国
立
大
学
法
人
大
阪
大
学
骨
盤
臓
器
脱
周
知
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
1
,
0
73

千
円
、
令
和

5
年
度
）
 

・
 
一
般
財
団
法
人
京
都
染
織
会
館
か
ら
の
寄
附
金
（
合
計

1
50
,0
00

千
円
、
令
和

5
年
度
）
 

・
 
移
転
整
備
募
金
 
1
,6
61
,9
27

千
円
（
累
計
）
 

 【
数
値
目
標
⑤
実
績
】
寄
附
金
等
の
獲
得
件
数
 

平
成

3
0
年
度
 

令
和
元
年
度
 

令
和

2
年
度
 

令
和

3
年
度
 

令
和

4
年
度
 

令
和

5
年
度
 

1
89

件
 

1
81

件
 

(累
計

37
0
件
) 

2
96

件
 

(累
計

66
6
件
) 

4
70

件
 

(累
計

1,
13

6件
) 

4
45

件
 

(累
計

1,
58
1件

) 

4
76

件
 

(累
計

2,
05
7件

) 
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中 期 目 標 

第
３
 
財
務
内
容
の

改
善
に

関
す
る

目
標
 

２
 
経
費
の

効
率
化

に
関
す

る
目
標
 

教
育
研
究

の
質
を

低
下
さ

せ
る

こ
と

な
く
、

組
織
運

営
の
効

率
化

と
人

員
配
置

の
適
正

化
を
連

動
さ

せ
つ

つ
、
業

務
の
内

容
や
方

法
等

の
見

直
し

を
行
う
。

 

 

中 期 計 画 

第
３
 
財
務
内
容
の

改
善
に

関
す
る

目
標
を
達

成
す
る

た
め
に

取
る
べ

き
措
置
 

２
 
経
費
の

効
率
化

に
関
す

る
目
標

を
達
成
す

る
た
め

の
措
置
 

 

№
 

中
期
計
画
 

第
2
期
中
期
計
画
の
取
組
実
績
 

自
己
 

評
価
 

評
価
委
員
会
に
よ
る
評
価
 

評
価
 

意
見
 

2
0 

業
務
運
営

や
事
務

体
制
を

絶
え
ず

見
直
す

と
と
も
に

、
業
務
内
容
の

精
査
・

点
検
に
努

め
、
効
率

的
か
つ
効
果
的

な
経
費

執
行
に
努

め
る
。
 

経
理
事
務
に
つ
い
て
、
随
意
契
約
を
行
う
場
合
の
事
前
協
議
の
徹
底
や
新
規
の
調
達
先
拡
充
、
契
約
の

適
正
化
や
適
切
な
物
品
等
の
調
達
な
ど
、
効
率
的
な
経
費
執
行
に
努
め
る
と
と
も
に
、
立
替
払
の
厳
格
な

運
用

の
実

施
な

ど
の

業
務
見

直
し
や

現
金

・
金

券
類

の
取
扱
い

や
検
収

事
務

等
を

対
象

と
し
た
内

部
監

査
の
実
施
な
ど
、
業
務
内
容
の
点
検
を
行
っ
た
。
 

ま
た
、
令
和

5
年
度
予
算
編
成
方
針
に
お
い
て
、
理
事
長
か
ら
教
職
員
に
対
し
令
和

6
年
度
か
ら
の

第
3
期
中
期
目
標
期
間
を
見
据
え
、
こ
れ
ま
で
の
や
り
方
を
検
証
し
て
問
題
点
を
洗
い
出
し
、
抜
本
的

な
見
直
し
に
着
手
す
る
よ
う
通
知
を
行
っ
た
。
 

第
3
期
財
政
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
経
費
節
減
や
収
入
増
の
取
組
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
 

Ⅲ
 

Ⅲ
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中 期 目 標 

第
３
 
財
務
内
容
の

改
善
に

関
す
る

目
標
 

３
 
資
産
の

適
正
な

管
理
と

有
効
活

用
に
関
す

る
目
標
 

保
有
資
産
の
状
況
を
常
に
把
握
し
、
適
正
に
管
理
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
有
効
活
用
を
図
る
。

 

 

中 期 計 画 

第
３
 
財
務
内
容
の

改
善
に

関
す
る

目
標
を
達

成
す
る

た
め
に

取
る
べ

き
措
置
 

３
 
資
産
の

適
正
な

管
理
と

有
効
活

用
に
関
す

る
目
標

を
達
成

す
る
た

め
の
措
置
 

 

№
 

中
期
計
画
 

第
2
期
中
期
計
画
の
取
組
実
績
 

自
己
 

評
価
 

評
価
委
員
会
に
よ
る
評
価
 

評
価
 

意
見
 

2
1 

資
産
の
適

正
な
管

理
及
び

有
効
活

用
を
図

る
。
 

資
金
の
運
用
に
つ
い
て
は
、
満
期
到
来
ご
と
に
複
数
事
業
者
の
比
較
を
行
い
、
最
適
な
運
用
先
を
選
定

し
た
（
運
用
額
 
1
00
,0
00

千
円
）。

 

日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
令
和

3
年
度
に

2
年
間
の
循
環
照
合
計
画
が
完
了
し
、
令
和

4

年
度
よ
り
新
た
な
循
環
照
合
計
画
の
も
と
、
図
書
館
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
(
L
IM
ED
IO
)
に
登
録
さ
れ
て
い

る
資
料
の
照
合
を
行
っ
た
。
ま
た
、
附
属
図
書
館
で
は
図
書
館
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
約

1
4
万
件
の
蔵
書
全

件
を
照
合
、
芸
術
資
料
館
等
の
収
蔵
品
の
循
環
照
合
も
全
点
完
了
す
る
な
ど
、
資
産
の
適
正
な
管
理
に
努

め
た
。
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
附
属
施
設
の
開
館
日
数
等
に
も
影
響
は
あ
っ
た
が
、

芸
術

資
料

館
収

蔵
品

に
関
す

る
研
究

成
果

を
発

信
す

る
た
め
の

企
画
展

示
や

、
附

属
図

書
館
に
お

け
る

企
画
展
示
の
実
施
、
芸
術
資
料
館
及
び
附
属
図
書
館
の
紹
介
動
画
の
制
作
・
公
開
等
に
よ
り
利
用
促
進

を

図
る
な
ど
、
資
産
の
有
効
活
用
に
取
り
組
ん
だ
。
ま
た
、
新
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
後
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
企
画

と
し
て
開
催
を
予
定
し
て
い
る
各
種
展
示
に
つ
い
て
準
備
を
進
め
た
。
 

そ
の
ほ
か
、
堀
場
信
吉
記
念
ホ
ー
ル
の
有
効
活
用
な
ど
、
持
続
可
能
で
自
律
的
な
大
学
運
営
に
向
け
た

検
討

を
行

っ
て

お
り

、
教
育

施
設
と

し
て

の
施

設
利

用
に
影
響

が
な
い

よ
う

施
設

の
利

用
状
況
を

見
極

め
る
と
と
も
に
、
料
金
設
定
・
利
用
対
象
者
・
使
用
ル
ー
ル
な
ど
検
討
す
べ
き
課
題
を
洗
い
出
し
、
令
和

6
年
度
中
の
実
施
に
向
け
て
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
 

Ⅲ
 

Ⅲ
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第
４
 

自
己
点

検
・

評
価
及

び
情

報
の
提

供
に

関
す
る

目
標

 

評
定
 

評
価
委
員
会
か
ら
の
意
見
 

A 
中
期
目
標
・
中
期
計
画
の
達
成
状
況
が
良
好
で
あ
る

 

 

中 期 目 標 

第
４
 
自
己
点
検
・

評
価
及

び
情
報

の
提
供
に

関
す
る

目
標
 

１
 
評
価
の

充
実
に

関
す
る

目
標
 

自
己
点
検
・
評
価
の
結
果
を
公
開
し
、
社
会
・
市
民
に
対
す
る
説
明
責
任
を
果
た
す
と
と
も
に
、
評
価

結
果
を
教
育
研
究
活
動
及
び
大
学
運
営
の
改

善
に
反
映
す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
。

 

 

中 期 計 画 

第
４
 
自
己
点
検
・

評
価
及

び
情
報

の
提
供
に

関
す
る

目
標
を

達
成
す

る
た
め
に

取
る
べ

き
措
置
 

１
 
評
価
の

充
実
に

関
す
る

目
標
を

達
成
す
る

た
め
の

措
置
 

 

№
 

中
期
計
画
 

第
2
期
中
期
計
画
の
取
組
実
績
 

自
己

評
価
 

評
価
委
員
会
に
よ
る
評
価
 

評
価
 

意
見
 

2
2 

中
期
計
画

・
年
度

計
画
に

対
す
る

自
己
点

検
・
評
価

を
着
実
に
行
う

と
と
も

に
、
評
価

結
果
を
速

や
か
に
公
表
す

る
こ
と

で
、
透
明

性
の
高
い
法
人
運
営
に
努
め
る
。
 

ま
た
、
第

２
期
中

期
計
画

期
間
中

に
受
審

す
る
認
証

評
価
に
的
確
に

対
応
す

る
た
め
、

全
学

的
な

内
部

質
保

証
シ

ス
テ

ム
を

見
直

し
、
学
内

に
お
け
る
業
務

運
営
の

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
の
確
立
を
目
指
す
。
 

毎
年
度
作
成
す
る
年
度
計
画
に
基
づ
い
て
実
施
し
た
業
務
実
績
に
つ
い
て
、
毎
年
度
自
己
点
検
・
評
価

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
業
務
実
績
報
告
書
と
し
て
ま
と
め
て
京
都
市
に
提
出
し
、
公
立
大
学
法
人
京
都

市
立

芸
術

大
学

評
価

委
員
会

に
お
い

て
審

議
さ

れ
、

そ
の
評
価

結
果
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
公
表
し

て
い

る
。
 

令
和

3
年
度
に
受
審
し
た
第

3
期
認
証
評
価
で
は
、「

大
学
評
価
基
準

を
満
た
し
て
い
る
」
と
の
評
価

結
果
と
な
っ
た
が
、
改
善
を
要
す
る
事
項
と
し
て

6
件
、
適
切
な
対
応
を
期
待
す
る
事
項
と
し
て

3
件

の
指
摘
を
受
け
た
。
特
に
、
シ
ラ
バ
ス
の
改
善
や
学
修
成
果
の
把
握
等
を
行
う
全
学
的
な
組
織
体
制
の
必

要
性
を
指
摘
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
全
学
的
に
教
務
に
関
す
る
事
項
を
審
議
し
、
改
善
を
進
め
る
た
め
の
組

織
と
し
て
全
学
教
務
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
シ
ラ
バ
ス
の
改
善
を
行
う
と
と
も
に
、
学
修
成
果
の
把
握
の

方
法
等
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
た
。
 

そ
の
他
の
指
摘
事
項
に
つ
い
て
は
、
自
己
点
検
・
評
価
委
員
会
で
対
応
部
門
及
び
実
施
時
期
を
決
め
た

う
え
で
、
各
部
門
に
お
い
て
対
応
を
行
っ
た
。
ま
た
、
全
学
的
な
内

部
質
保
証
を
進
め
る
た
め
、
自
己
点

検
・
評
価
委
員
会
に
お
い
て
、
同
委
員
会
の
あ
り
方
や
自
己
点
検
・
評
価
の
実
施
方
法
に
つ
い
て
の
検
討

を
行
っ
て
い
る
。
 

Ⅲ
 

Ⅲ
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次
期
計
画
と
な
る
第

3
期
中
期
計
画
に
つ
い
て
は
、
学
内
に
設
置
し
た
中
期
計
画
検
討
員
会
を
中
心

に
全
学
で
検
討
を
進
め
、
令
和

6
年

2
月
に
策
定
し
た
。
 

 

中 期 目 標 

第
４
 
自
己
点
検
・

評
価
及

び
情
報

の
提
供
に

関
す
る

目
標
 

２
 
広
報
の

充
実
に

関
す
る

目
標
 

大
学
へ
の

理
解
と

広
範
な

支
援

を
得

る
た
め

、
広
報

の
充
実

を
図

り
、

法
人
の

運
営
や

大
学
の

教
育

研
究

の
情
報

に
つ
い

て
積
極

的
に

国
内

外
に

発
信
す
る
。

 

 

中 期 計 画 

第
４
 
自
己
点
検
・

評
価
及

び
情
報

の
提
供
に

関
す
る

目
標
を

達
成
す

る
た
め
に

取
る
べ

き
措
置
 

２
 
広
報
の

充
実
に

関
す
る

目
標
を

達
成
す
る

た
め
の

措
置
 

 

№
 

中
期
計
画
 

第
2
期
中
期
計
画
の
取
組
実
績
 

自
己
 

評
価
 

評
価
委
員
会
に
よ
る
評
価
 

評
価
 

意
見
 

2
3 

教
育
、
研
究
を
中
心
と
す
る
活
動

状
況
を

積
極
的
に
発
信
し
、
大
学
の
取
組

に
対
す
る

理
解

の
促

進
及

び
広

範
な

支
援

の
獲

得
に

繋
げ
る
。
ま
た
、
迅
速
か
つ
効
果
的
な
広
報

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
事

務
局
体
制

の
見
直
し
を
図
り
、
情
報
発
信
力

を
強
化
す

る
。
 

【
数
値
目
標
⑥
】
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
ア
ク
セ
ス
件
数
 

2
,
75
0,
00
0
件
／
年
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
に
な
る
な
ど
、
広
報
活
動
に
も

一
定
の
影
響
が
あ
っ
た
が
、
期
間
を
通
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

S
NS
（
F
ac
eb
oo
k
／
X
（
旧

T
wi
tt
er
）

／
I
n
st
ag
ra
m
）、

紙
媒
体
（
大
学
案
内
／
京
芸
通
信
）
を
通
じ
て
大
学
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
大
学
主
催
・

本
学
関
係
者
が
関
わ
る
展
覧
会
、
演
奏
会
、
講
座
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
等
を
積
極
的
に
情
報
発
信
し
た
。
 

令
和
元
年
度
に
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
も
閲
覧
し
や

す
い
デ
ザ
イ
ン
に
見
直
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
件
数
は
大
幅
に
増
加
し

た
。
ま
た
、
令
和

3
年
度
に
は
、
大
学
内
の
広
報
を
統
括
す
る
た
め
「
広
報
強
化
リ
ー
ダ
ー
」
を
設
置

す

る
と
と
も
に
、
芸
術
大
学
と
し
て
の
魅
力
を
効
果
的
に
発
信
す
る
た
め
、
I
n
st
ag
ra
m
や

Yo
uT
ub
e
等
を

活
用
し
た
「
動
画
」
に
よ
る
情
報
発
信
を
行
う
な
ど
、
発
信
力
の
強
化
に
取
り
組
ん
だ
。
 

入
試
広
報
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
あ
る
時
期
に
お
い
て
も

W
EB

上
で

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
、
在
学
生
や
教
員
に
よ
る
専
攻
紹
介
動
画
の
配
信
や
専
攻
ご
と
の
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
す
る
な
ど
し
て
、
よ
り
広
い
地
域
の
受
験
生
に
大
学
・
各
専
攻
の
魅
力
を
発
信
し
た
。
 

そ
の
ほ
か
、
崇
仁
地
域
や
京
都
駅
ビ
ル
を
中
心
に
し
た
移
転
整
備
プ
レ
事
業
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

京
都
駅
ビ
ル
構
内
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
や

JR
車
両
内
で
の
広
告
掲
示
、
移
転
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作
成

し
て
大
学
が
発
行
す
る
印
刷
物
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
に
使
用
す
る
な
ど
、
本
学
の
移
転
や
活
動
に
つ
い
て

Ⅳ
 

Ⅳ
 

移
転
に
伴
い
、
理
事
長
・
学
長

を
先

頭
と

し
た

メ
デ

ィ
ア

露
出

の
増
加
や
、
移
転
や
大
学
の
活
動

を
P
R
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
な

ど
、

積
極

的
な

情
報

発
信

に
よ

り
、
今
ま
で
大
学
と
直
接
関
わ
る

こ
と

が
な

か
っ

た
人

の
目

に
触

れ
る

機
会

が
増

え
た

点
が

評
価

で
き
る
。
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幅
広
く
市
民
等
に

P
R
を
行
っ
た
。
 

 【
数
値
目
標
⑥
実
績
】
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
ア
ク
セ
ス
件
数
 

平
成

3
0
年
度
 

令
和
元
年
度
 

令
和

2
年
度
 

令
和

3
年
度
 

令
和

4
年
度
 

令
和

5
年
度
 

2
,
24
0,
00
6
件
 

3,
42

9,
25

6
件
 

3,
29

1,
92

4
件
 

3,
27

7,
16

0
件
 

3,
29

3,
64

1
件
 

3,
94

4,
98

3
件
 

 
 

  

第
５
 

キ
ャ
ン

パ
ス

移
転
に

向
け

た
取
組

の
推

進
に
関

す
る

目
標

 

評
定
 

評
価
委
員
会
か
ら
の
意
見
 

A 
中
期
目
標
・
中
期
計
画
の
達
成
状
況
が
良
好
で
あ
る

 

 

中 期 目 標 

第
５
 
キ

ャ
ン
パ
ス

移
転

に
向

け
た

取
組
の

推
進

に
関

す
る

目
標
 

大
学
へ
の

理
解
と

広
範
な

支
援

を
得

る
た
め

、
広
報

の
充
実

を
図

り
、

法
人
の

運
営
や

大
学
の

教
育

研
究

の
情
報

に
つ
い

て
積
極

的
に

国
内

外
に

発
信
す
る
。

 

 

中 期 計 画 

第
５
 
キ
ャ
ン
パ
ス

移
転
に

向
け
た

取
組
の
推

進
に
関

す
る
目

標
を
達

成
す
る
た

め
の
措

置
 

 

№
 

中
期
計
画
 

第
2
期
中
期
計
画
の
取
組
実
績
 

自
己
 

評
価
 

評
価
委
員
会
に
よ
る
評
価
 

評
価
 

意
見
 

2
4 

令
和
５
年

度
に
予

定
し
て

い
る
キ

ャ
ン
パ

ス
移
転
の

円
滑
な
進
捗
・

完
了
に

向
け
て
、

移
転
後
の

新
キ
ャ
ン
パ
ス

に
お
け

る
新
た
な

教
育
研
究

の
在
り
方
や
、

そ
れ
に

相
応
し
い

施
設
整
備

を
検
討
す
る
な

ど
、
必

要
と
な
る

創
造
連
環
機
構
構
想
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
芸
術
資
源
や
教
育
研
究
成
果
等
を
有
す
る
附
属
施
設
（
図

書
館
、
芸
術
資
料
館
、
ギ
ャ
ラ
リ

ー
＠
K
C
UA
）
間
の
連
携
を
強
化
し
、
各
施
設
の
運
営
委
員
会
の
合
同
協

議
体
と
し
て
「
附
属
施
設
連
絡
協
議
会
」
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
、
学
内
附
属
施
設
の
機
能
や
役
割
の
再

考
及
び
教
育
・
研
究
・
創
造
の
連
携
検
討
の
た
め
の
体
制
を
整
え
た
。
 

第
1
期
中
期
計
画
期
間
か
ら
継
続
し
て
取
り
組
ん
だ
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
に
つ
い
て
は
、
令
和

2
年
度

Ⅳ
 

Ⅳ
 

メ
デ

ィ
ア

露
出

の
増

加
や

イ

ベ
ン
ト
の
実
施
に
よ
り
、
以
前
よ

り
多

く
の

注
目

を
集

め
て

い
る

中
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
な
く
移
転

を
や

り
遂

げ
た

点
が

評
価

で
き
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様
々
な
事
案
に
適
宜
取
り
組
む
。
 

ま
た
、
移

転
を
見

据
え
、

学
内
各

附
属
施

設
等
の
担

う
機
能
・
役
割

を
再
考

し
、
様
々

な
芸
術
資

源
や
教
育
研
究

成
果
等

を
基
軸
と

す
る
新
た
な
機
構
「
創
造
連
環
機
構
」（

仮
称
）

を
構
想
し

、
本
学
独
自
の

「
知
と

創
造
の
あ

り
か
」
の

探
求
及
び
教
育

・
研
究

・
創
造
の

連
携
を
図
る
。
 

移
転
が
完

了
す
る

ま
で
の

間
、
移

転
の
機

運
を
持
続

し
て
高
め
る
と

と
も
に

、
地
域
と

の
交
流
を

深
め
る
た
め
、

移
転
整

備
プ
レ
事

業
を
展
開
す
る
。
 

に
「
移
転
準
備
室
」
を
設
置
し
、
各
専
攻
・
各
機
関
と
と
も
に
移
転
に
向
け
た
取
組
を
進
め
た
。
実
施
設

計
に
つ
い
て
は
、
京
都
市
と
連
携
し
て
設
計
者
と
各
専
攻
諸
室
等
の
詳
細
な
仕
様
に
つ
い
て
協
議
し
、
ま

た
大
学
全
体
に
係
る
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
大
学
か
ら
の
要
望
を
伝
え
た
。
ま
た
、
各
専
攻
・
各
機
関
に

お
い
て
も
、
移
転
後
の
教
育
研
究
や
施
設
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
た
。
 

今
回

の
キ

ャ
ン

パ
ス

移
転
は
非

常
に

大
規

模
だ

っ
た

こ
と

か
ら
、

物
流

関
連

企
業

に
ヒ

ア
リ

ン
グ
を

行
っ
た
う
え
で
、
移
転
計
画
の
策
定
・
移
転
支
援
業
務
の
業
者
選
定
を
行
っ
た
ほ
か
、
移
転
後
の
施
設
管

理
業
務
に
つ
い
て
、
課
題
の
抽
出
や
必
要
な
費
用
の
概
算
見
込
み
等
を
行
っ
た
。
ま
た
、
芸
術
資
料
館
収

蔵
品

や
図

書
館

蔵
書

の
搬
出

入
に
つ

い
て

は
、

物
量

が
膨
大
か

つ
一
般

物
品

と
は

異
な

る
取
扱
が

求
め

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

そ
れ
ぞ

れ
専
門

の
検

討
部

会
を

設
け
て
移

転
計
画

の
検

討
を

進
め

る
な
ど
の

準
備

を
行
っ
た
。
ま
た
、
新
キ
ャ
ン
パ
ス
の
施
設
や
機
能
、
立
地
等
も
踏
ま
え
た
新
た
な
教
育
研
究
の
あ
り
方

や
そ
れ
に
必
要
な
教
育
環
境
等
に
つ
い
て
も
各
教
授
会
や
委
員
会
等
に
お
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
 

令
和

5
年
度
に
は
、
ピ
ア
ノ
等
の
楽
器
類
や
美
術
学
部
各
専
攻
が
使
用
す
る
大
型
の
制
作
機
材
等
を

含
む
多
岐
に
わ
た
る
物
品
移
設
（
４
t
ト
ラ
ッ
ク
で
約

90
0
台
分
換
算
）
を
完
了
さ
せ
た
。
並
行
し
て
、

陶
磁

器
制

作
用

の
ガ

ス
窯
を

は
じ
め

芸
術

資
料

館
や

附
属
図
書

館
の
大

型
設

備
な

ど
大

学
側
で
設

置
す

る
新

規
物

品
に

つ
い

て
も
計

画
ど
お

り
に

設
置

作
業

を
進
め
、

新
キ
ャ

ン
パ

ス
の

教
育

研
究
環
境

は
も

と
よ
り
事
務
局
の
執
務
環
境
整
備
に
必
要
な
物
品
を
整
備
し
た
結
果
、
当
初
の
予
定
ど
お
り
令
和

5
年

1
0
月
か
ら
新
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
後
期
授
業
を
開
始
し
た
。
 

加
え
て
、
移
転
の
機
運
醸
成
の
た
め
、
京
都
駅
ビ
ル
構
内
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
や

J
R
車
両
内
で

の
広
告
掲
示
、
移
転
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作
成
し
て
各
種
印
刷
物
に
表
示
す
る
な
ど
、
移
転
に
関
す
る
周
知
活

動
に

積
極

的
に

取
り

組
む
と

と
も
に

、
崇

仁
地

域
や

京
都
駅
ビ

ル
を
中

心
に

し
た

移
転

整
備
プ
レ

事
業

を
実
施
し
、
幅
広
く
市
民
等
に
本
学
の
移
転
や
活
動
に
つ
い
て

P
R
を
行
っ
た
。
 

こ
れ
ら
の
取
組
が
功
を
奏
し
、
令
和

5
年

1
0
月
に
無
事
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
が
完
了
し
、
移
転
記
念
式

典
を
盛
大
に
開
催
し
た
。
現
在
は
、
移
転
か
ら
令
和

7
年

3
月
末
ま
で
の
期
間
に
開
催
す
る
各
種
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、
関
係
部
署
で
検
討
を
進
め
て
い
る
。
 

る
。
食
堂
は
移
転
開
校
に
間
に
合

わ
な
か
っ
た
が
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

の
配

備
な

ど
次

善
の

策
を

講
じ

て
対
応
し
て
お
り
、
ま
た
大
学
の

基
本

で
あ

る
教

育
研

究
環

境
を

し
っ
か
り
と
作
り
上
げ
、
地
域
と

の
連

携
も

行
い

な
が

ら
ス

タ
ー

ト
を
切
れ
て
お
り
、
総
体
的
に
成

果
を

上
げ

ら
れ

た
と

評
価

で
き

る
。
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第
６
 

そ
の
他

の
業

務
運
営

に
関

す
る
重

要
目

標
 

評
定
 

評
価
委
員
会
か
ら
の
意
見
 

A 
中
期
目
標
・
中
期
計
画
の
達
成
状
況
が
良
好
で
あ
る

 

 

中 期 目 標 

第
６
 
そ
の
他
の
業

務
運
営

に
関
す

る
重
要
目

標
 

１
 
施
設
設

備
の
整

備
等
に

関
す
る

目
標
 

キ
ャ
ン
パ

ス
移
転

ま
で
の

間
も

良
好

な
教
育

研
究
環

境
を
確

保
す

る
た

め
、
現

在
の
キ

ャ
ン
パ

ス
の

施
設

及
び
設

備
を
適

正
か
つ

計
画

的
に

維
持

管
理
す
る
。
ま
た
、
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
後
の
施
設
の
整
備
と
最
適
な
維
持
管
理
に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
。

 

 

中 期 計 画 

第
６
 
そ
の
他
の
業

務
運
営

に
関
す

る
重
要
目

標
を
達

成
す
る

た
め
に

取
る
べ
き

措
置
 

１
 
施
設
設

備
の
整

備
等
に

関
す
る

目
標
を
達

成
す
る

た
め
の

措
置
 

 

№
 

中
期
計
画
 

第
2
期
中
期
計
画
の
取
組
実
績
 

自
己
 

評
価
 

評
価
委
員
会
に
よ
る
評
価
 

評
価
 

意
見
 

2
5 

移
転
ま
で

の
間
、

既
存
施

設
の
維

持
管
理

を
適
正
、

合
理
的
に
実
施

す
る
。

ま
た
、
キ

ャ
ン
パ
ス

移
転
後
を
見
据

え
、
最

適
な
維
持

管
理
に
向
け
た
検
討
を
行
う
。
 

沓
掛
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
は
、
令
和

5
年
度
の
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
ま
で
の
間
、
良
好
な
教
育
研

究
環

境
を

確
保

す
る

た
め
、

施
設
の

老
朽

化
に

起
因

す
る
不
具

合
や
機

器
故

障
等

の
要

修
繕
箇
所

に
つ

い
て
対
応
策
を
検
討
し
、
早
期
の
修
繕
に
努
め
る
と
と
も
に
、
移
転
後
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
楽
器
や
機

材
の
購
入
及
び
修
理
を
行
う
な
ど
、
必
要
な
機
能
の
確
保
に
努
め
た
。
 

 （
N
o
.6

再
掲
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
学
科
の
教
室
を
実
技
の
教
室
と
し
て

利
用
す
る
た
め
の
特
殊
排
水
設
備
等
の
整
備
や
、
換
気
設
備
の
整
備
、
学
科
の
遠
隔
授
業
を
受
講
す
る
た

め
の

W
i-
Fi

環
境
の
整
備
、
飛
沫
防
止
用
パ
ネ
ル
の
制
作
な
ど
、
学
生
が
安
心
し
て
授
業
に
集
中
す
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
だ
。
 

ま
た
、
新
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
は
、
建
物
の
引
渡
し
が
移
転
直
前
に
な
っ
た
が
、
施
設
を
総
合
的
に

管
理
で
き
る
事
業
者
を
選
定
す
る
な
ど
、
開
校
ま
で
に
施
設
を
管
理
・
運
営
で
き
る
体
制
を
整
え
た
。
 

Ⅲ
 

Ⅲ
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中 期 目 標 

第
６
 
そ
の
他
の
業

務
運
営

に
関
す

る
重
要
目

標
 

２
 
安
全
管

理
に
関

す
る
目

標
 

学
生
及
び
教
職
員
の
安
心
・
安
全
な
教
育
研
究
環
境
及
び
労
働
環
境
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
災
害
、
事
故
、
犯
罪
等
に
対
し
て
迅
速
か

つ
適
切
に

対
応
す
る
た
め
の
体
制
を
構
築
す
る
。

 

 
中 期 計 画 

第
６
 
そ
の
他
の
業

務
運
営

に
関
す

る
重
要
目

標
を
達

成
す
る

た
め
に

取
る
べ
き

措
置
 

２
 
安
全
管

理
に
関

す
る
目

標
を
達

成
す
る
た

め
の
措

置
 

 

№
 

中
期
計
画
 

第
2
期
中
期
計
画
の
取
組
実
績
 

自
己
 

評
価
 

評
価
委
員
会
に
よ
る
評
価
 

評
価
 

意
見
 

2
6 

全
て
の
学

生
及
び

教
職
員

が
安
全

で
安
心

し
て
学
び
、
働
け
る
環
境
を
確
保
す

る
た
め
、

全
学
的
な
安
全
管
理
体
制
を
強
化
す
る
。
 

安
全
衛
生
委
員
会
を
原
則
毎
月

1
回
開
催
し
、
学
内
の
環
境
や
教
職
員
の
労
働
状
況
等
の
改
善
に
向

け
て
、
継
続
的
に
協
議
、
意
見
交

換
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
産
業
医

に
よ
る
職
場
巡
視
で
は
、
移
転
後
の

新
た

な
環

境
に

お
い

て
も
適

切
に
実

施
し

、
学

内
の

安
全
対
策

や
管
理

体
制

の
確

認
を

受
け
る
と

と
も

に
、
指
摘
を
受
け
た
点
に
つ
い
て
随
時
改
善
を
図
る
な
ど
、
学
生
及
び
教
職
員
の
安
全
確
保
と
職
場
環
境

の
改
善
に
努
め
た
。
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
は
、
学
内
で
の
感
染
拡
大
の
防
止
に
取
り
組
む
た
め
、

令
和

2
年

5
月
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
室
」
を
設
置
し
、
産
業
医
と
連
携
し
て
感
染

予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
や
見
直
し
を
行
い
、
産
業
医
に
よ
る
職
場
巡
視
に
お
い
て
も
、
感
染
症
対
策

の
実

施
状

況
に

つ
い

て
継
続

し
て
確

認
を

受
け

る
な

ど
、
学
内

に
お
け

る
感

染
防

止
対

策
の
徹
底

に
取

り
組
ん
だ
。
ま
た
、
近
隣
の
医
療
機
関
の
協
力
に
よ
り
、
学
生
及
び
教
職
員
を
対
象
と
し
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
の
集
団
接
種
を
実
施
し
た
。
 

定
期
健
康
診
断
の
受
診
勧
奨
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
及
び
希
望
者
に
対
す
る
産
業
医
面
談
、
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修
な
ど
、
基
本
的
な
安
全
管
理
体
制
に
つ
い
て
は
継
続
し
て
実
施
し
て
お
り
、
教
職
員

の
健
康
管
理
の
サ
ポ
ー
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
 

学
生
相
談
室
に
つ
い
て
は
、
対
応
時
間
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
令
和

6
年
度
か
ら
保
健
師
を
増
員

す
る
た
め
の
準
備
を
進
め
る
な
ど
、
学
生
が
安
心
し
て
学
べ
る
環
境
確
保
に
も
取
り
組
ん
だ
。
ま
た
、
新

キ
ャ

ン
パ

ス
移

転
後

に
一
時

帰
宅
困

難
者

者
の

受
入

れ
体
制
の

整
備
や

学
内

に
お

け
る

災
害
時
の

避
難

行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
危
機
発
生
時
の
対
応
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
、
教
職
員
及
び
学
生
に

周
知
を
行
っ
た
。
 

Ⅲ
 

Ⅲ
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中 期 目 標 

第
６
 
そ
の
他
の
業

務
運
営

に
関
す

る
重
要
目

標
 

３
 
法
令
遵

守
及
び

人
権
の

尊
重
に

関
す
る
目

標
 

教
職
員
の
法
令
遵
守
の
意
識
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
人
権
の
尊
重
の
取
組
を
徹
底
す
る
。

 

 

中 期 計 画 

第
６
 
そ
の
他
の
業

務
運
営

に
関
す

る
重
要
目

標
を
達

成
す
る

た
め
に

取
る
べ
き

措
置
 

３
 
法
令
遵

守
及
び

人
権
の

尊
重
に

関
す
る
目

標
を
達

成
す
る

た
め
の

措
置
 

 

№
 

中
期
計
画
 

第
2
期
中
期
計
画
の
取
組
実
績
 

自
己
 

評
価
 

評
価
委
員
会
に
よ
る
評
価
 

評
価
 

意
見
 

2
7 

公
立
大
学

法
人
と

し
て
、

学
生
や

市
民
、

地
域
社
会

か
ら
信
頼
さ
れ

る
法
人

運
営
の
た

め
に
、
教

職
員
に
対
し
、

法
令
や

学
内
規
程

等
の
遵
守
及
び
人
権
尊
重
の
徹
底
を
図
る
。
 

新
任
教
職
員
に
対
し
て
、
対
面
・
動
画
配
信
・
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ど
様
々
な
形
で
、
服
務
規
程
や
倫
理
に

関
す

る
規

程
な

ど
の

コ
ン
プ

ラ
イ
ア

ン
ス

に
関

す
る

研
修
や
適

切
な
経

費
執

行
を

図
る

た
め
の
会

計
制

度
に
関
す
る
研
修
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
科
学
研
究
費
新
規
採
択
者
等
に
対
し
て
は
、
科
学
研
究
費
の
執

行
に

関
す

る
ル

ー
ル

や
手
続

き
、
不

正
防

止
体

制
に

つ
い
て
の

説
明
会

や
外

部
研

修
の

団
体
受
講

を
実

施
し
た
。
 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
対
策
と
し
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
委
員
会
に
お
い
て
、

被
害

を
受

け
た

と
感

じ
た
者

の
心
身

の
負

担
軽

減
を

目
的
と
し

て
申
立

手
続

の
簡

略
化

や
調
査
に

係
る

期
日
の
設
定
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
見
直
し
を
行
っ
た
。
ま
た
、
教
職
員
全

員
を
対
象
と
し
た
外
部
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研
修
を
実
施
し
た
。
 

令
和
元
年
度
に
参
画
し
た
「
全
国
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
お
い
て
は
、
女
性
研
究
者
活

躍
推
進
に
向
け
た
環
境
整
備
等
に
取
り
組
む
機
関
と
し
て
認
定
を
受
け
た
。
美
術
学
部
・
研
究
科
に
お
い

て
は
、
専
任
教
員
に
占
め
る
女
性
教
員
の
割
合
が

4
0
％
以
上
と
な
る
こ
と
を
目
指
す
と
い
う
本
学
の
人

事
方
針
に
基
づ
き
、
令
和

2
年
度
に
「
専
任
教
員
採
用
人
事
に
お
け
る
女
性
教
員
採
用
に
か
か
る
ポ
リ

シ
ー
」
を
策
定
し
、
こ
れ
に
沿
っ

た
採
用
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
第

2
期
中
期
計
画
終
了
年
度
で
は
第

1
期
中
期
計
画
終
了
時
点
か
ら

10
％
以
上
増
加
し
、
約

4
0
％
と
な
っ
た
。
 

 
そ
の
ほ
か
、
移
転
を
控
え
た
令
和

4
年
度
に
は
世
界
人
権
問
題
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら
講
師
を
招
き
、

移
転
先
の
地
域
の
歴
史
・
文
化
に
関
す
る

F
D・

S
D
合
同
研
修
を
実
施
し
て
地
域
を
知
る
と
と
も
に
、
教

職
員
の
人
権
に
関
す
る
意
識
向
上
を
図
っ
た
。
 

Ⅲ
 

Ⅳ
 

女
性

研
究

者
活

躍
推

進
に

向

け
た

環
境

整
備

に
取

り
組

む
機

関
と

し
て

認
定

を
受

け
た

点
が

評
価
で
き
る
。
ま
た
、
大
学
の
人

事
は

目
標

を
掲

げ
て

も
達

成
す

る
こ
と
が
難
し
い
中
で
、
女
性
教

員
の

割
合

4
0
％

以
上

と
い

う
高

い
目
標
を
掲
げ
、
６
年
間
で

4
0
％

近
い

割
合

ま
で

大
幅

に
増

加
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
た

点
が

評
価

で
き
る
。
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別
紙
の
と
お
り

 

  第
８
 
短
期
借
入
金
の
限
度
額

 

 

中
期
計
画
 

平
成

3
0
年

度
～
令
和
５
年
度
の
実
績
 

１
 
短
期
借
入
金
の

限
度
額
 

２
億
円
 

 
該
当
な
し
 

２
 
想
定
さ
れ
る
理

由
 

運
営
費
交
付
金
の
受
入
遅
延
及
び
事
故
の
発
生
等
に
よ
り
、

緊
急
に
必
要
と
な
る
対
策
費
と
し
て
借
り
入
れ
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
。
 

 

  第
９
 
重
要
な
財
産

を
譲
渡

し
、
又

は
担
保
に

供
す
る

計
画

 

 

中
期
計
画

 
平
成

3
0
年

度
～
令
和
５
年
度
の
実
績

 

第
９
 
重
要
な
財
産

を
譲
渡

し
、
又

は
担
保
に

供
す
る

計
画
 

予
定
な
し

 

該
当
な
し

 

    第
７
 
予
算
（
人
件
費
の
見
積
も
り
を
含
む
。）
、
収
支
計
画
及
び
資
金
計
画
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第
１
０
 
剰

余
金
の

使
途

 

 

中
期
計
画

 
平
成

3
0
年

度
～
令
和
５
年
度
の
実
績

 

第
１
０
 
剰

余
金
の

使
途
 

決
算
に
お
い
て
剰
余
金
が
発
生
し
た
場
合
は
、
使
途
を

把
握
し
、
教
育
研
究
の
質
の
向
上
及
び
組
織
運
営
の
改
善

に
充
て
る
。

 

平
成

3
0
年
度
：
施
設
維
持
管
理
に
充
て
る
た
め
目
的
積
立
金

3
,4
26

千
円
を
取
り
崩
し
た
。
 

令
和

2
年
度
：
教
育
研
究
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
同

3
,1
11

千
円
を
取
り
崩
し
た
。
 

令
和

3
年
度
：
教
育
研
究
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
同

6
49

千
円
を
取
り
崩
し
た
。
 

令
和

4
年
度
：
教
育
研
究
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
同

2
,4
14

千
円
を
取
り
崩
し
た
。
 

令
和

5
年
度
：
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
の
円
滑
な
進
捗
・
完
了
の
た
め
、
同

 6
4,
83
6 
千
円
を
取
り
崩
し
た
。
 

   第
１
１
 
そ

の
他

 

 

中
期
計
画

 
平
成

3
0
年

度
～
令
和
５
年
度
の
取
組

 

１
 
施
設
・
設
備
に

関
す
る

計
画
 

第
５
 
「
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
に
向
け
た
取
組
の
推
進
に
関

す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置
」
及
び
第
６
 
１
「
施

設
設
備
の
整
備
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措

置
」
に
記
載
の
と
お
り
。
 

第
５
 
「
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
に
向
け
た
取
組
の
推
進
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置
」
及
び
第
６
 
１
「
施
設
設
備
の

整
備
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置
」
に
記
載
の
と
お
り
。

 

２
 
人
事
に
関
す
る

計
画
 

第
２
 
２
「
組
織
力
の
向
上
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る

た
め
の
取
組
」
に
記
載
の
と
お
り
。

 

第
２
 
２
「
組
織
力
の
向
上
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
取
組
」
に
記
載
の
と
お
り
。
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（
別

紙
）
 

第
７

 
予

算
（

人
件

費
の

見
積

り
を
含

む
。
）
、
収

支
計

画
及

び
資
金

計
画
 

１
 

予
算

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
（
単

位
：
百

万
円
）
 

区
 

分
 

予
 

算
 

決
 

算
 

平
成

3
0
年
度

～
 

令
和

5
年
度

 
平

成
30

年
度
 

令
和

元
年

度
 

令
和

2
年

度
 

令
和

3
年

度
 

令
和

4
年

度
 

令
和

5
年

度
 

合
計
 

収
入
 

 
 

 
 

 
 

 
 

運
営

費
交

付
金
 

9
,
1
2
6 

1
,
5
6
7 

1
,
5
2
2 

1
,
5
8
0 

1
,
5
0
0 

1
,
5
8
5 

2
,
0
0
5 

9
,
7
5
9 

補
助

金
収

入
 

8
4
 

2
8
 

1
9
 

3
1
 

1
8
 

2
1
 

1
9
 

1
3
6 

授
業

料
等

収
入
 

4
,
1
7
8 

6
9
3 

6
9
6 

6
9
3 

7
0
8 

7
0
3 

7
0
4 

4
,
1
9
7 

受
託

研
究

等
収

入
及

び

寄
附

金
等
 

1
2
8 

3
5
 

3
0
 

1
6
 

1
8
 

2
1
 

9
8
5 

1
,
1
0
5 

そ
の

他
収

入
 

1
2
7 

2
1
 

2
0
 

1
5
 

1
5
 

1
5
 

2
7
 

1
1
3 

目
的

積
立

金
取

崩
 

8
0
 

3
 

0
 

3
 

1
 

2
 

6
5
 

7
4
 

計
 

1
3
,
7
2
3 

2
,
3
4
7 

2
,
2
8
7 

2
,
3
3
8 

2
,
2
6
0 

2
,
3
4
7 

3
,
8
0
5 

1
5
,
3
8
4 

支
出
 

 
 

 
 

 
 

 
 

人
件

費
 

1
0
,
4
5
0 

1
,
7
1
1 

1
,
7
5
0 

1
,
6
8
4 

1
,
6
4
7 

1
,
7
4
7 

1
,
8
0
8 

1
0
,
3
4
7 

教
育

研
究

費
 

2
,
1
3
5 

3
4
7 

3
5
2 

4
2
3 

3
9
7 

3
9
2 

3
6
3 

2
,
2
7
4 

受
託

研
究

費
及

び
寄

附

金
事

業
等
 

1
2
8 

3
5
 

2
9
 

1
8
 

1
8
 

2
1
 

9
8
5 

1
,
1
0
6 

一
般

管
理

費
 

1
,
0
1
0 

1
9
1 

1
8
2 

2
0
9 

1
8
8 

1
8
3 

6
2
7 

1
,
5
8
0 

計
 

1
3
,
7
2
3 

2
,
2
8
4 

2
,
3
1
3 

2
,
3
3
4 

2
,
2
5
0 

2
,
3
4
3 

3
,
7
8
3 

1
5
,
3
0
7 
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２
 

収
支

計
画

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
（

単
位
：
百
万

円
）
 

区
 

分
 

予
 

算
 

決
 

算
 

平
成

30
年
度

～
 

令
和

5
年

度
 

平
成

30
年
度
 

令
和

元
年

度
 

令
和

2
年

度
 

令
和

3
年

度
 

令
和

4
年

度
 

令
和

5
年

度
 

合
計
 

費
用

の
部
 

1
3
,
7
0
0 

2
,
2
8
2 

2
,
3
0
7 

2
,
3
0
3 

2
,
2
3
0 

2
,
3
5
2 

3
,
3
5
0 

1
4
,
8
2
4 

経
常

費
用
 

1
3
,
7
0
0 

2
,
2
8
2 

2
,
3
0
7 

2
,
3
0
3 

2
,
2
3
0 

2
,
3
5
2 

3
,
3
4
7 

1
4
,
8
2
1 

業
務

費
 

1
2
,
5
9
8 

2
,
0
7
7 

2
,
1
0
6 

2
,
0
7
9 

2
,
0
1
7 

2
,
1
4
0 

2
,
5
4
1 

1
2
,
9
6
0 

教
育

研
究

経
費
 

2
,
0
2
0 

3
4
9 

3
3
4 

3
8
6 

3
6
2 

3
8
2 

7
1
7 

2
,
5
3
0 

受
託

研
究

等
経

費
 

1
2
8 

1
7
 

2
1
 

9
 

7
 

1
0
 

1
5
 

7
9
 

人
件

費
 

1
0
,
4
5
0 

1
,
7
1
1 

1
,
7
5
1 

1
,
6
8
4 

1
,
6
4
8 

1
,
7
4
8 

1
,
8
0
9 

1
0
,
3
5
1 

一
般

管
理

費
 

1
,
0
1
0 

1
8
9 

1
8
8 

2
0
9 

1
8
8 

1
8
4 

7
4
3 

1
,
7
0
1 

財
務

費
用
 

0
 

1
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

1
 

減
価

償
却

費
 

9
2
 

1
5
 

1
3
 

1
5
 

2
5
 

2
8
 

6
3
 

1
5
9 

臨
時

損
失
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

3
 

3
 

収
入

の
部
 

1
3
,
7
0
0 

2
,
2
8
7 

2
,
3
1
7 

2
,
3
0
3 

2
,
2
3
1 

2
,
3
5
2 

4
,
5
6
9 

1
6
,
0
5
9 

経
常

利
益
 

1
3
,
7
0
0 

2
,
2
8
7 

2
,
3
1
7 

2
,
3
0
3 

2
,
2
3
1 

2
,
3
5
2 

3
,
8
3
4 

1
5
,
3
2
4 

運
営

費
交

付
金

収
益
 

9
,
0
1
1 

1
,
4
9
5 

1
,
5
4
1 

1
,
5
2
9 

1
,
4
5
5 

1
,
5
7
4 

1
,
9
9
7 

9
,
5
9
1 

授
業

料
等

収
益
 

4
,
1
7
8 

6
9
3 

6
9
6 

6
9
3 

7
0
8 

7
0
3 

7
0
4 

4
,
1
9
7 

受
託

研
究

等
収

益
 

9
1
 

1
7
 

2
1
 

9
 

8
 

1
0
 

1
5
 

8
0
 

寄
附

金
収

益
 

3
7
 

1
7
 

7
 

8
 

9
 

1
0
 

1
,
0
0
7 

1
,
0
5
8 

補
助

金
等

収
益
 

8
4
 

2
6
 

2
0
 

3
2
 

1
8
 

1
7
 

1
9
 

1
3
2 

財
務

収
益
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

雑
益
 

1
2
7 

2
2
 

2
0
 

1
5
 

1
5
 

1
5
 

2
7
 

1
1
4 

資
産

見
返

負
債

戻
入
 

9
2
 

1
4
 

1
2
 

1
4
 

1
7
 

2
1
 

0
 

7
8
 

目
的

積
立

金
等

取
崩
 

8
0
 

3
 

0
 

3
 

1
 

2
 

6
5
 

7
4
 

臨
時

収
益
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

7
3
5 

7
3
5 
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３
 

資
金

計
画

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
（

単
位
：
百
万

円
）
 

区
 

分
 

予
算
 

決
 

算
 

平
成

30
年
度

～
 

令
和

5
年

度
 

平
成

30
年
度
 

令
和

元
年

度
 

令
和

2
年

度
 

令
和

3
年

度
 

令
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（参考） 

 

公立大学法人京都市立芸術大学中期目標期間評価の評価方針及び評価方法 
 
１ 趣旨 

  公立大学法人京都市立芸術大学評価委員会（以下「評価委員会」という。）

が行う公立大学法人京都市立芸術大学（以下「法人」という。）の第２期中期

目標期間に係る業務実績に関する評価（以下「中期目標期間評価」という。）

については、以下に示す評価の基本方針及び評価の方法により実施する。 
 
２ 評価の基本方針 

（１）中期目標に基づき作成された中期計画の実施状況により、中期計画の達成

状況を確認する。 
（２）評価に当たっては、法人の教育研究の特性や大学運営の自主性・自律性に

配慮するとともに、総合的かつ効率的に行うこととする。 
（３）評価を通じて、法人の中期目標の達成状況をわかりやすく示し、市民への

説明責任を果たす。 
（４）大学運営の改善等に資するものとする。 
 
３ 評価の方法 

  法人が提出する「第２期中期目標期間業務実績報告書」（以下「報告書」と

いう。）に基づいて、中期計画の項目ごとに達成状況を確認する「項目別評価」

と、その結果等を踏まえつつ、中期目標の達成状況全体について総合的に評価

する「全体評価」により行う。 

 
４ 評価の手順 

（１）項目別評価 
  ア 法人による自己点検・評価 
    法人が作成した中期計画の項目ごとに、法人自らが、以下の４段階の区

分により、第２期中期計画の達成状況を評価し、報告書（項目別実施状況）

を作成する。 
    なお、全体的な状況についても、項目別実施状況やこれまでの年度評価

における指摘事項等を踏まえ、第２期中期計画の達成状況を評価し、報告

書（全体的実施状況）を作成する。 

評価区分 第２期中期計画の達成状況 
Ⅳ 中期計画を上回って実施した 
Ⅲ 中期計画を十分に実施した 
Ⅱ 中期計画を十分には実施できなかった 
Ⅰ 中期計画を実施できなかった 
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  イ 評価委員会による検証 
    評価委員会は、法人から提出を受けた報告書に基づき、中期計画の項目

ごとに、法人の自己評価や計画設定の妥当性も含めて総合的に検証し、達

成状況について上記の４段階で評価を行うとともに、法人による自己評

価と評価委員の判断が異なる場合には、その理由等を示す。 
 
  ウ 評価委員会による評定 
    上記イの検証を踏まえ、中期目標の次の項目ごとに、以下の５段階によ

り達成状況を評価するとともに、特筆すべき点や改善が望まれる点にコ

メントを付す。 

【項目一覧】 

第１ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標 

第２ 業務運営の改善及び効率化に関する目標 

第３ 財務内容の改善に関する目標 

第４ 自己点検・評価及び情報の提供に関する目標 

第５ キャンパス移転に向けた取組の推進に関する目標 

第６ その他の業務運営に関する重要目標 

 

【評価基準】 

ランク 評定 判断基準（目安） 

Ｓ 
中期目標・中期計画の達成状況が非常

に優れている 
評価委員会が特に認め

る場合 

Ａ 
中期目標・中期計画の達成状況が良好

である 
すべてⅣ又はⅢ 

Ｂ 
中期目標・中期計画の達成状況が概ね

良好である 
Ⅳ又はⅢの割合が９割

以上 

Ｃ 
中期目標・中期計画の達成状況が不十

分である 
Ⅳ又はⅢの割合が９割

未満 

Ｄ 
中期目標・中期計画の達成状況に重大

な改善事項がある 
評価委員会が特に認め

る場合 
※上記の判断基準は目安であり、社会情勢等の変化による進捗の遅れ等

を勘案し、総合的に判断する。 
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（２）全体評価 
   項目別評価結果及び報告書の「全体的実施状況」欄の総括的な記述等を踏

まえ、第２期中期目標期間の業務実績全体について、記述式により総合的に

評価する。 
   なお、評価を通じて得られた大学運営に関する課題や改善事項等につい

ても、併せて記載するものとする。 
   また、評価制度が大学運営の検証という役割に加えて、大学の活動状況を

市民に公表する役割も担っていることから、大学の特色ある取組や工夫等

については、積極的に評価するものとする。 
 
５ 法人の意見申立て機会の付与 

  評価の透明性・正確性を確保するため、評価結果の決定に先立ち、法人に中

期目標評価結果案を示し、意見申立ての機会を付与する。 
 
６ 評価結果の決定・公表 

（１）評価結果は、法人に通知する。 
（２）評価委員会は、必要があると認めるときは、法人に対して業務運営の改善

その他の勧告を行う。 
（３）評価委員会は、前２号の中期目標評価結果及び改善勧告の内容を市長に報

告するとともに公表する。 
（４）市長は、前号の報告を受けたときは、議会に報告する。 
 

-47-


